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平成２４年第４回糸魚川市議会定例会会議録 第５号 

 

平成２４年９月１２日（水曜日） 

 

議事日程第５号 

 

平成２４年９月１２日（水曜日） 

〈午前１０時００分 開議〉 

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  一 般 質 問 
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本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  一 般 質 問 

 日程第３  議案第１２１号 

 日程第４  議案第１２２号 

 

 〈応招議員〉 ２６名 

 

 〈出席議員〉 ２６名 

 

  １番   甲  村     聰  君     ２番   保  坂     悟  君 

  ３番   斉  木     勇  君     ４番   渡  辺  重  雄  君 

  ５番   古  畑  浩  一  君     ６番   後  藤  善  和  君 

  ７番   田  中  立  一  君     ８番   古  川     昇  君 

  ９番   久 保 田  長  門  君    １０番   保  坂  良  一  君 

 １１番   中  村     実  君    １２番   大  滝     豊  君 

 １３番   伊  藤  文  博  君    １４番   田  原     実  君 

 １５番   吉  岡  静  夫  君    １６番   池  田  達  夫  君 

 １７番   五 十 嵐  健 一 郎  君    １８番   倉  又     稔  君 

 １９番   髙  澤     公  君    ２０番   樋  口  英  一  君 

 ２１番   松  尾  徹  郎  君    ２２番   野  本  信  行  君 

 ２３番   斉  藤  伸  一  君    ２４番   伊 井 澤  一  郎  君 

 ２５番   鈴  木  勢  子  君    ２６番   新  保  峰  孝  君 



 

－ 302 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

 

 〈欠席議員〉  ０名 

 

 〈説明のため出席した者の職氏名〉 

 

市 長 米 田    徹 君  副 市 長 本 間  政 一 君 

総 務 部 長 金 子  裕 彦 君  市 民 部 長 吉 岡  正 史 君 

産 業 部 長 酒 井  良 尚 君  総 務 課 長 渡 辺  辰 夫 君 

企 画 財 政 課 長 斉 藤  隆 一 君  能 生 事 務 所 長 久保田  幸 利 君 

青 海 事 務 所 長 木 下  耕 造 君  市 民 課 長 竹之内    豊 君 

環 境 生 活 課 長 渡 辺    勇 君  福 祉 事 務 所 長 加 藤  美也子 君 

健 康 増 進 課 長 岩 﨑  良 之 君  交 流 観 光 課 長 滝 川  一 夫 君 
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都 市 整 備 課 長 金 子  晴 彦 君  会計管理者会計課長 結 城  一 也 君 
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教育委員会教育総務課長兼務 
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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はございません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
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日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（古畑浩一君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、６番、後藤善和議員、１９番、髙澤 公議員、両名を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（古畑浩一君） 

日程第２、一般質問を行います。 

昨日に引き続き通告順に発言を許します。 

倉又 稔議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 〔１８番 倉又 稔君登壇〕 

○１８番（倉又 稔君） 

おはようございます。 

清生クラブの倉又でございます。 

１、職員教育と職員の自己研さんについての一般質問を行います。 

市の職員は、単に事務処理を行うだけでなく、市民が共通して抱いている欲求内容を的確に把握

し、処理することを求められております。 

それらを確実に執行するために、市は、職員の一人ひとりがそれぞれの役割に対応できる能力の

開発に努めるとともに、職員自らも、日常の職務を通じて、持てる力をさらに伸長、発展させるよ

うに努力する必要があります。 

そこで市は、職員教育及び職員の自己研さんについて、どのように考え、取り組んでいるのか次

の点を伺います。 

(1) 職員研修の基本的な方向性と自己研修への支援について。 

(2) 職員の職業的専門性について。 

(3) 入札審査の現況について。 

(4) 政策立案能力の向上について。 

(5) インターネットによる通信教育について。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

倉又議員のご質問にお答えいたします。 
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１点目、職員研修の基本的な方向性につきましては、人材育成及び研修に関する基本方針に基づ

き全職員に共通する基本的能力、及び各業務に必要な専門的能力の開発について取り組んでおりま

す。 

自己研修につきましては、自学研修等支援助成要綱を定め、職員が独自に参加する研修や資格取

得、修学に対して助成を行っております。 

２点目につきましては、各種研修機関等への派遣研修などによりまして、専門性を高めるよう努

めております。 

３点目につきましては、入札方式では価格競争による案件のほか、入札価格と技術力を総合的に

判断して落札者を決定する総合評価方式、提案を重視するプロポーザル方式により入札事務を実施

いたしております。 

このうち技術力や提案力を重視する案件については、評価基準の設定や評価方法が重要になるこ

とから、研修会の受講や専門的な知識を有する第三者への意見照会を行っております。 

４点目につきましては、職務階層別研修や専門研修の受講を通じて取り組みを進めております。 

５点目につきましては、ｅ－ラーニングとして法制執行研修やシステム管理研修等を受講いたし

ております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

まず、じゃあ（１）の職員研修の基本的な方向性、こちらのほうから伺います。 

甲斐の武田節では、「人は石垣 人は城 情けは味方 仇は敵」と歌われております。 

民間企業におきましても、企業の繁栄は人材にかかっていると言われております。行政において

も行政の質、水準は、職員の資質、能力が必要だと思っておりますけども、これを高めるための今

の研修制度、それから研さん、それを研いでるわけですけども、私の今言ったような行政の質を高

めるために、資質、能力、これが必要だということに関して、行政のほうではどのように思ってお

りますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

職員の質を高める必要性ということで、先ほども申しましたように糸魚川市職員人材育成及び研

修に関する基本方針というものを定めまして、現在、合併後の本市におきまして、定員管理の適正

化というものを進めておると。その前提としては、職員の資質向上、ひいては組織全体の能力向上

が不可欠というふうに認識をしておりまして、これからの糸魚川市を担っていく職員のあるべき姿、

職員像を明らかにするとともに、人事管理や職場環境、組織の育成、それから職員研修の一層の連

携を図っていくということで、今ほど言いました基本方針、それから研修に関する実施計画といっ
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たようなものを定めて、一体的に推進をしておるというのが現状であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今、総務課長の答弁でなされたのは、行政が行う職員の資質の向上、それは当然だと思うんです

ね。ただ、一番最初に初歩的な、基本的な教育というのは、まず、挨拶だと思うんですよ。これか

ら始めないと、職員教育なんてならないですよ。挨拶についての教育は、どのようになされている

かお聞かせ願いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

挨拶につきまして議員がおっしゃるように、我々職員としての基本的な、大事にしなけりゃいけ

ない事柄だというふうに認識をしております。そういったことから部課長会議の折に市長からも各

部課長に、そういったことの指示が当然ありますし、各部課長のところでは朝礼等、一応、当市で

は月曜日の朝、朝礼を行うということが基本でありますので、そういった機会をとらえて職員に周

知しておるというふうに考えております。 

ただ、なかなかそういったことが、市民の皆さんに伝わらない部分もあるかもしれませんので、

今後も一層挨拶の徹底ということは、言っていかなきゃいけないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

この市の庁舎の中で、職員以外は全てお客なんですよ。そのお客に対して、まず、笑顔でしょう。

それから、「おはようございます」「こんにちは」「いらっしゃいませ」「ありがとうございまし

た」「お気をつけて」、この言葉がなぜ出てこないんですか。市民と一番接点の多い市民課の窓口

でさえ守られてないんですよ、これ。それどころか、市民の窓口さえ守られてないというのは、ロ

ビーだとか、廊下ですれ違っても横向いてますよ、皆。こんな職員教育ありますか、ここが初歩で

しょう。これはどう思いますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

失礼いたしました。 

挨拶のご質問を受けながら、しょっぱなの挨拶を怠りまして大変失礼いたしました。 

今ほど挨拶の話でございますけれども、挨拶は人と人とのコミュニケーションの基本、第一歩だ

と思っております。そういう意味で、挨拶の言葉で声をかける。声をかける内容については、今、
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議員がおっしゃるような内容もありますし、また違うお声がけもあると思います。そういうものを

徹底していくことが、重要だと思っております。 

現実的には今おっしゃるように、挨拶が不十分な職員も中にはいるということで、時には来庁さ

れた皆さんに、不快な思いをさせている部分もあろうかと思います。その点につきましては、今後

とも改善に努めてまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

以前、私がこういう質問をしたときに、市民課の窓口の受付で、お悔やみの届け出に来るのに笑

顔で接してもいいものかどうかと、そういう答弁を返すことがあったんです。笑いながら受け付け

ろなんて誰も言ってないんですよ。やっぱり礼を持って接すれば、それにお客である市民はちゃん

と応えてくれるんですよ。そういうもし考えがあるとしたら、課長みずからセレモニーホールでも

２カ月でも３カ月でも研修に行ってくりゃいいです、どういう対応してるか。そこから始めなくち

ゃ職員研修にならないでしょう。そういうことから始めていかないと、次の段階へ進めないと思い

ます。 

じゃあ日常の職務を通じた教育というのは、今いろいろ言われましたけども、具体的に、どのよ

うに行われているか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

日常の職務を通じた職員への働きかけということであります。これまでそんなに格好つけて言っ

てはいなかったんですが、ことしからＯＪＴということで、オン・ザ・ジョブ・トレーニングであ

りますが、要するに職場内での部課職員の育成を強めてほしいということで、４月から特に各部課

長に話をして、取り組んでいただいているというところであります。 

そういった中で先輩、それから上司が持っているいいところ、それとか技術というものが、部課

職員にちゃんと伝わっていってほしいということで、この取り組みについては、ことし一生懸命に

力を入れてやっているという状況であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

合併して７年目の４月にして、初めてＯＪＴの取り組みですか。では今まで何やってたんですか。

合併したときに１市２町が一体になって行うためには、職員研修も含めてどのようにしなくちゃな

らない、今ごろになってＯＪＴの取り組みですか、遅過ぎないですか。遅過ぎないかといっても、

それでも取り組んだということに関しては、一応評価はしますけども、７年間もたってやっと取り

組むようじゃ、職員教育なんていうのは物すごく目に見えているじゃないですか、どんなことをや
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じゃあ具体的に、若い職員に、また担当職員に、誰が、どんな教育をしてるのか。例えば基礎的

知識の習得だとか、１つ１つの行政事務に対して確認、それから報告、相談、そういうものをどう

いうふうにやっていくのか。同じ課内、係長を中心として研修でもいいです、そういうものを徹底

しているかどうかということを、お聞きしたいんです。自説で対応してるというようなことはない

ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

基本的に若い職員に教育をするのは、課の課長であり係長であるというふうに思っておりますが、

実際に実務的なことを伝えていく役割というのは、少し先輩が務めていかなきゃいけないことだと

いうふうに思っておりますし、そのように日常の業務は行われているというふうに認識をいたして

おります。先輩の教えで足りないものを係長、課長が補って、しっかりとした部下に育てていって

いただくという形であるというふうに思っております。 

それからＯＪＴにつきましては、これまで取り組んでいなかったということではなくて、前に一

般質問の中でもありましたので、どういう形でやればいいのかマニュアル化をしてほしいというご

意見もありまして、そういったものからマニュアル化をしたということでありまして、実際に、当

然ＯＪＴは仕事をやっていく上の中で、職員間にいろんな知識であるとか、技術であるとか伝える

ために必要なことでありますので、合併当初からといいますか、これはもう合併以前から各市町で

やってきたことであるというふうに思っておりますので、そこのところはそこを今年度、改めてマ

ニュアルをつくって強化をしたいということで、取り組んでいるということでありますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほど私が質問している内容は、ＯＪＴの初歩的なことを聞いとるんです、ＯＪＴの内容でしょ

う。私が今まで質問しているのは、違いますか。 

じゃあ先ほど職員人材育成及び研修に関する基本方針に沿ってと言っておりますけども、その進

捗状況について到達状況の検証というのは、今までどのようにされてきたんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

人材育成、それから職員研修に関する到達状況の検証ということでありますが、非常に難しい事

柄だというふうに思っております。 

ただ、研修の実績というような形で、どういった研修を、どんな職員に対して施したかというよ
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うな、そういったものの実績は把握をしておりますが、それが個々の職員にとって、どの程度のス

キルアップにつながったかというところまでの検証は、できていないというのが実態であるという

ふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

結局それぞれの到達状況を確認して、点検をして、それからまた協議をして検討する。それで到

達状況はどれぐらいになってきとるか、そういうのを１つ１つやっぱり検証していかなくてはなら

んでしょう。毎日、毎日でなくてもいい、こういうものの検証は。例えば２カ月か３カ月に１回ぐ

らいでもいいし、半年に１回でもいいけども、そういう到達状況というものをこれに基づいて、基

本方針に基づいて、やっているんだったら検証していかなくちゃ、ただ書いただけですか、これは。

基本方針を書いただけで、検証もしないで、じゃあどこでこの成果というのを見るんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

すみません。少し説明が不足したかもしれません。 

一応、今の人材育成の中でも人事管理における人材育成という中で、一応、人事考課というもの

を行っております。その中で育成面談であるとか、そういったことをしながら、その実施状況、到

達状況を把握するということを行っておるわけでして、そういった形での個々の人間についての到

達度というようなものを把握しながら、弱いところを強化していく、すぐれたところはさらに伸ば

していくというような形を一応とってはおるんですけども、なかなか完全に、まだ機能していると

いうところまでは、いってないのかなというところが課題であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ごろになってＯＪＴをマニュアル化するなんていうことを言ってるから、そういうことになる

んです。 

じゃあ係長クラスの研修とか、いわゆる教育というのは誰が行うんですか。今、係長クラスに一

番やっていただきたいのは、一番おくれているのは情報問題なんですよ。今、情報が氾濫してます

よ。その情報が氾濫してる、その量が多過ぎる価値判断を、何を捨てて何を拾うか。それと、そう

いうものを幅広く収集して、そういう選択をしていくわけですね、収集能力。それをもとにして、

どう処理するかという処理能力。そういう今あふれている情報を、どのように管理していく。これ

は部課長よりも、係長あたりの職責の人たちがやったほうがいいと思いますけども、それに関して

はどう思いますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

ご指摘のとおりであるというふうに思っております。 

係長の研修は一応外部、主に新潟のほうに出かけまして係長研修、これは階層別研修といわれる

研修でありますが、そういったところでやっていただいておるわけですが、今言われますメディア

リテラシーの関係とかについてまで、掘り下げた研修がされておるというふうにはとらえておりま

せん。そういった意味で、確かにいろんな情報を集めて、その情報の重要性とか、また、場合によ

っては不要な情報もあるかと思いますが、そういったことを取捨選択する能力を高めることは、非

常に大事であるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

ぜひ、そのほうに取り組んでいただきたいと思います。 

次、管理職といいますか部課長ですけども、部課長は所管の権限の把握をするとともに、行政全

般を見据える幅広い視野がやっぱり必要になってくると思います。行政職でありながら、一面、政

治家の顔を持たなくてはやっていけないと思ってます。それじゃその部課長に対して、誰が教育す

るんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

部課長に対して誰が教育するかというのは、部課長みずから自己研さんをするという部分もあり

ますし、足りないところについては市長、副市長並びに教育長が、それぞれ足りないところを補う

指導をするというところが基本だと思っております。そのほかに外部の皆様からいろんな形で教育、

指導を受けるという部分もあると思っております。そういうものを総合的にして、自分の職務を遂

行するように取り組んでいくというのが、基本的な姿勢だと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

自己研さんするというのは、当たり前の話です。やはり今、市長、副市長、教育長と言いました

けども、やはり副市長が中心になってやらなくちゃだめですよ。聞くところによると前副市長は、

５０回近くもやはり教育をしたと。それがいいか悪いというのは別ですよ。 

じゃあ副市長の職務はといいますと、やはり市長に事故あるときの職務代行だけじゃなくて職員

教育、これには部下の意見を聞いたり、苦情を聞いたりして、適切なやっぱり指示を与えなくちゃ

ならない。そうじゃないですか。時には、やはり部下の意見、苦情を聞いて、これはと思うときは
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市長の防波堤にならなくちゃならないときもあるし、逆に職員が言えないことも、市長に対して苦

言を呈さなくちゃならないときもあるんじゃないですか。そういうことをちゃんとやってるかどう

か、お聞きしたいですね、副市長に。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

副市長の立場で、やれることをやっていると認識しておりますが、また、ほかの人から見れば、

そこは落第点のところもあるというふうに感じるところもありますので、今後も今言われたことに

ついては、しっかり指導したり、あるいは自己研さんも、その中でも必要だというふうに思ってま

すので、それを認識しながら対応してまいりたいと思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

それを着実に執行していくには、やはりあるときは悪者にならなくちゃならないときもあるんで

す。いつもいい顔だけしとってもだめだということです。 

もう１つ、教育長にお伺いします。教育長の職務っていうのは何ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

先般も髙澤議員のご質問にお答えしましたが、教育委員会そのものは合議制で物事を進めていく。

その合議制でまとまった事柄を実践、実施していくのが、教育長の職務であると思っております。

そしてもう１つは、教育委員会事務局のトップとして動いていく、指示、指導していく、そういう

立場にあると思っております。 

以上です。 

○議長（古畑浩一君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午前１０時２９分 休憩〉 

 

〈午前１０時２９分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

実践、実施をしていくと言いますけども、それを行うためには何が必要かというと、やはり現場

が必要なんです。現場で何をやってるか。そしたら例えば公民館行事がある、学校行事があるとい

ったら忙しい身でありながら、時間があったらやっぱりそこへ足を運んで、実際に現場を見てきて、

現場では何をやってるか、何を求めてるか、これをやっぱり把握せんならんですよ。そういうこと

をちゃんとやってますか。 

いいですか。私が行きますよと、公式に訪問しますよなんて言うと身構えるんですよ。突然行っ

て何をやってるか、自然の姿を見てくる。これを本当に数多くやっていれば、この公民館、この地

域は何を求めているか、この学校は何を要望してるか、わかってくるんですよ。そういうことをや

ってますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

公式に行く場合と、それから非公式に行く場合とあります。公式に行く場合には、教育委員会全

体の課長職、それから教育委員、５名プラス事務局、管理職ですね、それらと公式に行って、学校

のいろいろな要望を聞くことに専念しておりますし、それから各行事関係につきましては、それも

公式に行く場合と、それから非公式に行く場合とあります。もう顔を知られてますので、私が行く

と、もう教育長となる。だからできるだけ表に出ないようには、気をつけているつもりではおりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

私の言ってるのは、公式に行くのは公式でいいんですよ。非公式のときに、できるだけ足を運ん

で、行って顔がわかっとってもいいじゃないですか。そこで何回も行っていれば地域の人たちとも

打ち解けて、中身がわかっていくと。そうすると、今の公民館いいのか。今の公民館体制で、ここ

の地域は何を望んでるかというのは見えてくるわけですよ。 

これは教育長だけでなく、一般の職員にも言えることですけども、じゃあ各種団体だとかが行っ

ている例えば海岸清掃、それから河川清掃だとかそういうものに、ああ、あそこできょうはそうい

う清掃があるなとわかったときに、職員の中でどれだけの人間が参加しているか、あなた方は把握

してることありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 
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○総務課長（渡辺辰夫君） 

職員が各団体の活動、それから市の中でもいろんな行事、活動があります。そういったものに

我々のほうで、例えば総務課のほうで、きょうのこの行事には何人出席してほしいとか、そういっ

た形で要請したものについては把握をしておりますが、そうでないもの、例えば「おしらせばん」

に出ている行事を見て行ってくれている職員とか、そういった部分については、これはなかなか把

握できないということでありますが、私もたまにいろんな行事を見せていただくと、結構うちの職

員、来てくれているなというようなことを感じておりますので、そこそこ行ってくれてるというふ

うには思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

そこそこ行ってもらっていると感じていると言いますけど、先日の渡辺議員の一般質問のときに、

山菜についての被害が市のほうへ、行政のほうへ届いていないかもしれない。でも、そういうとこ

に行っていれば、聞こえてくるはずなんですよ。地域に出向いていないという証拠です。 

それからじゃあ市の職員だけで、私ら河川清掃しましょう、道路清掃しましょうっていう、そう

いう呼びかけをして、市民の皆さん、私らもやりますから一緒にやりませんかという問いかけして、

そういう事業をやったことありますか。各種団体はやってるんですよ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

そういった活動を、確かに市が主導してという部分は、弱いところがあるというふうに思ってお

ります。 

ただ、ことしそれに近い作業を、青海事務所のほうで取り組んでくれたというふうに考えており

ますし、市役所周辺で花いっぱいの会だとか、うちの職員がつくっている会や何かで、美化運動と

いうような形で取り組んでいるようなものもあるというふうには考えております。こういったこと

は、もっと広く取り組んでいくことが重要かなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

木下青海事務所長。 〔青海事務所長 木下耕造君登壇〕 

○青海事務所長（木下耕造君） 

１つの具体例ではありますけども、ことしの６月、高波だと思うんですけども、護岸に砂が大分

堆積しておりましたので、私ら事務所としましては、結構、散歩する人もたくさんおりますので、

このままではちょっと支障になるなと思いまして、自主的に清掃といいますか砂の除去、青海事務

所の職員で５時以降やっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

先ほどの総務課長みたいに、市が主導してじゃなくて、そういう職員が中心になってやるという

こと。青海事務所も、そういうことをやったということはいいことである。青海事務所の人間だけ

じゃなくて、何人集まるか知らんけども、やはり一般の人たちにも呼びかけるんですよ。私たちと

一緒にやりませんかと。市の職員と市民と一体となってやると。今回はこういう団体が主催ですけ

ども、私らも参加しました。今回は青海事務所の職員の主催でやりますけども、市の皆さんも一緒

に入ってくれないですか。こう呼びかけてやればいいんじゃないですか。 

そういうことで、じゃあこういう公民館活動でも、そういう一般の清掃活動でもいいですが、地

域活動に対して職員がやっぱり参加するということも、やっぱり職員の評価の１つにしてもいいん

じゃないですか。それから新しい職員を採用するとしたら、そういうことも言い含めて、それも採

用条件の１つだよということもあってもいいんじゃないかと思うんですけども、それはいかがです

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

我々は職員でもあるわけでありますが、市民の一人でもあるわけでございますので、やはり市民

活動というものを大切ととらえておるわけであります。 

そういう中で、最近はちょっとしてなかったんですが、自主的に日曜日に、みんなで人の集まる

ところを整備しようというようなこともやっとるわけでございますが、確かに今、議員ご指摘のよ

うに、一般市民には声をかけてなかったわけでございますが、休日集まれる人間だけで集まって、

勝山とか、そういったところの掃除なり、整備なりをやってきとることも事実あるわけでございま

して、そういったこともこの前は職員の組合ですか、それとか連合の皆様方にも、そのような話を

させていただいて、声をかけたときには協力体制をとっていただきたいという話もさせてはいただ

いておるわけでございますが、そこまで実現されたことはございませんが、ご指摘のような点につ

いてもやはりＰＲをしながら、みんなで一体となったやはり市内の美化なり、また、その整備に努

めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

それでは話題を変えますけども、行政の仕事の中で前例の踏襲というものを、どのようにとらえ

ておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

前例の踏襲というと、一般的に悪いような印象も与えますけども、過去からいろんな経験の中で

踏まえて、よい事例として受け継がれているものもございます。そういうものは過去の経験を生か

した中で培ってこられたものを、今後にも生かしていかなければならないと思っております。 

また、ただ前にやっていたから、そのとおりやるというのでは、新しい流れについていけない、

あるいは進歩がないというところもありますので、単純に前のままやればいいというのではなくて、

新しい工夫も加えながらやっていくというふうにとらえていくのが大切だと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今、部長が言ったとおり前例の踏襲というのは、やっぱり行政が継続していく上では必要なもの

なんです。だから前例の踏襲を否定してるわけじゃないんです。 

ただ、それに固執していると世の中の変化に対応していけないんだね。世の中の変化に対応する

には前例の踏襲だけではだめで、新たな観点で分析をしたり、新たな発想がやっぱり必要なんじゃ

ないか。それはやっぱり常に、これでいいのかとか、ほかに方法はないのかとかいうようなことを、

考えながらやっていかなくちゃならないんじゃないかということですよ。 

それを、前例の踏襲が決して悪いということじゃないですけども、ただ、最終的に、何かお願い

に行ったというときに行き詰まると、断る理由として前例がない、こういう言葉が返ってくるんで

すよ。予算がない、こういう言葉が返ってくるんです。だからちゃんと説明して、説得させて、初

めて断る方法を求めていかなくては、ただ前例がないとか予算がないで切ってしまったら、市民の

人たちはどうすればいい、ただ帰っていくだけですか、じゃあ。前から前例がないからだめだと言

われたんだわ、そういうようなとこはないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

そういった言い方というのは、結構あるんだろうと思っております。特に、私は部長、課長の会

議のときに申し上げておるのは、やはり予算がないって断るのは一番簡単なんですが、それはおか

しいじゃないかと。予算がないのは、当然あるわけでないので、ないから要望に来とるわけであり

ますので、その辺の知恵や工夫はどうあるのかというのは、やはり大事であるわけでございまして、

しっかり受けて、検討して進めていくようにという指示をさせていただいております。 

しかしながら一番簡単なのは、やはり今言われるような予算がないから、前例がないからという

ような形で言われて、それは担当でなかったりとか、これはもういまだかつてないようなというよ

うな、私としては逃げることはいけないと、逃げるということはするなというような話し方をしと

るんですが、今、しかし部課長だけであるわけでございますので、担当のところに行くと、そうい
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ったところもあるというのも、また市民のほうからも聞いとるわけでございますので、そういった

ことのないようにしていかなくちゃいけないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

よろしくお願いします。 

では次、専門性のほうへ移らせてもらいますけども、職員の専門性と専門職というのは同意語で

すか、違いますよね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

職員の専門性と専門職ということであります。専門職というのは例えば保健師であるかと、土木

技師、それから１級建築士、そういったものが専門職というものになるのではないかというふうに

思っておりますし、専門性ということであれば、我々全ての職員は、現在、自分が携わっている業

務に対しての専門性というものを、限りなく追求していかなきゃいけないというふうに考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

そうですね。専門職はやっぱり技術者として、自分の技術者としての道に通じていなくちゃなら

ないと。例えば例を出すと、またこれかと言いますけどね、山ノ井保育園の設計図書が上がってき

たときに、庁舎内には１級建築士は何人おるか、６人か７人かわかりませんけども、それ上がって

きたら担当の職員じゃなくても、その設計図書を見て、皆さんで研究して、委託先からもらった設

計図書はどうなっているのかって、本当にこれで構造的にいいのかどうかというのも研さんしなが

らやれば、丸投げじゃなくて、もらった設計図書ですね、それを見て、もしかしたらチェックでき

たかもしれんし、できなくても、自分の能力の研さんというために技術が向上するんですよ。そう

いうことがやられてないから、専門職といえども、なかなか向上していかないんじゃないかと思う

んですけども、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈教育次長。 〔教育次長 伊奈 晃君登壇〕 

○教育次長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

今回の山ノ井の件でございますが、業者委託しまして、受け取ったその設計図書に基づきまして

確認申請を出したところ、確認がおりなかったと。この原因につきましては、やはり木造か混構造
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かという、その根本的なところで専門家でも意見が分かれておったということもありました。 

設計業者では過去にも例があって、そのような事例で逆に確認がおりておったということもあり

ます。担当職員もその辺、業者と協議しながら進めておるわけですが、その辺でそれを見抜けなか

ったといいますか、それが１つの原因であったというふうに考えておりますが、今ほどご指摘のよ

うな担当職員だけでなくて、もし疑義がありましたら仲間の建築士等と協議するとか、そういうよ

うなことは当然必要だと思いますし、今後は委託の中に確認までというのも含めておりますが、そ

ういう複数での検討会なりというのが、必要でないかというように考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

それが専門職の専門性を高めるということじゃないですか。だから私はそこは所管じゃないから

というんじゃなくって、こういうものをやったら、これは我々も勉強できるから、その関係する技

術者みんな集まって勉強しようじゃないか、研さんしようじゃないかと言ってもいいわけでしょう。

これは土木だってそうですし、いかなるところであっても、もちろん所管じゃないからなんて言っ

てないで、やっぱり技術力を高めるためには、そういうことが必要だと思いますよ。 

じゃあ専門性を高めるということになりますと、職員の職務が何を基準としているかということ

を、やはり頭の中に入れなくちゃならないと思うんですね。何を基準としておるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

職員の専門性ということで、何を基準にしているかということでありますが、１つには職制別の

基準というものがあります。部長はどういった職務を与えられるか、課長はどうか、おのおの以下、

課長補佐はどうかというようなものがありまして、当然、そういった与えられた職務を遂行する能

力を養っていくということが、専門性を身につけていくことではないかというふうに思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

基本というのは、役所の職員は何のために仕事をしているんですか、どういう仕事を。役所の職

員は、まず法律、条例、規則、法によって動いてるわけでしょう。法が基本じゃないですか。その

法をしっかりと勉強してないから、前の髙澤議員の質問にあったような規則がわからなかった。こ

れは法に基づいて仕事をしてるんだったら、それこそ窓口の担当から部課長まで法律を勉強せなだ

めでしょう、条例、規則まで。そういう教育というのは、やってるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 



－ 317 － 

＋ 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

大変失礼しました。 

職員に求められる能力ということで、計画の中でも位置づけておりますが、知識力、技術力、そ

れから判断力、企画力というようなものが必要ですよということであります。その中で言われるよ

うな法令を解釈をし、誤りのない事務を執行するということは、当然基本であるというふうに認識

をしております。 

そういったことから、また怒られるかもしれませんが、ＯＪＴをことし取り組む中で、いろいろ

なそういった法制関係であるとか、人事に関する事柄であるとか、アフターファイブ研修のような

形で、今、順次取り組んできておると。これについては今後も継続、拡大をしていきたいというふ

うに思っておりまして、その中で、こういったもののスキルアップを図っていきたいというふうに

思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

それでは職員に与えられた決裁権と裁量権というのは、どのようにとらえておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

決裁権と裁量の話でございますけれども、決裁については、それぞれ自分の所管する部、課、係、

それぞれに与えられた範囲内で、定められた決裁権限を判断をして決裁していくというのが、決裁

権だと思っております。 

裁量については、定められた法律、規則等の範囲の中で、解釈の状況、運用の仕方によって、若

干、現実的にも求められている状況に当てはめて、対応することが可能なのかどうかという辺を、

現実的な状況を踏まえながら、また、法令的に問題がないという状況を踏まえて対応していくとこ

ろが、裁量行為だというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今、金子部長の言われた決裁権、そのとおりだと思います。裁量権もそうだと思いますけども、

やはり裁量権は自分で、任意の判断でやっぱり行うものなんですよ。ただ、決裁権も裁量権も、や

っぱり全責任はとらなくちゃならないですがね。 

そういう中で、また元へ戻りますけども、法に忠実に職務を置き過ぎると役所のために働くこと

になるんです。じゃあ法と市民との要望をどのように整合するかということになると、これはやっ
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ぱり法を遵守しながらいかに決裁できるか、いかに裁量権を使うことができるか、これは職員の専

門性であり資質だと思いますけども、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

基本的には、倉又議員がおっしゃるとおりだと思っております。 

先ほど言いましたように、基本的には法律を遵守しながら対応するけれども、現実的に求められ

ている、あるいは市民の皆さんが困っていることに、どのように対応するかというところに裁量行

為もあろうかと思っておりますので、おっしゃるとおりだというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

そこで市民課長にお聞きしますけどね、市民課の窓口へ行って各種証明書だとか交付申請をする

ときに、本人確認のための身分証明書を提出させるわね。あれは何のためにやっているんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹之内市民課長。 〔市民課長 竹之内 豊君登壇〕 

○市民課長（竹之内 豊君） 

お答えします。 

近年、とみに第三者による不正な請求がふえてまいりましたことから、これを防止するために本

人の確認を厳格に行うように法律で定められ、それに従っておるものでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

だから厳格に本人を確認するために身分証明書なんかを提出するわけでしょう。本人が確認でき

ればいいわけじゃないですか。毎日行ってる人間に、毎日提出させている。本人が確認できんよう

な、そんなよっぽどあれですか、能力の低い職員しかいないんですか。 

私、たった１０分の間に３回も提出求められましたよ、３人とも受付の職員が違うから。そした

ら考えれって言ったんですよ。受付は受付へ、交付は交付、会計は会計、何か考えるって。１０分

もたってないのに、最初に出して、５分後にまた出して、もう５分もたたないうちにまた出して、

その都度、その都度求めるっていうのは、どういうことなんだね。毎日行っとる人間の本人確認で

きんほど能力の低い職員かね。それが裁量権であり、決裁権じゃないんですか、聞かしてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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竹之内市民課長。 〔市民課長 竹之内 豊君登壇〕 

○市民課長（竹之内 豊君） 

それぞれ対応した職員には、どういう方法で本人確認をしたかというものを記録に残し、後日、

説明に応じられるように証拠として残すということが必要でございますので、そこを余りにも厳格

に対応し過ぎたために、ご指摘のようなご不満も生じたものと思っております。そこは窓口の職員

同士の連携の中で、簡便に対応できるものは認められる範囲の中で改善をするように、また注意を

してまいりたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

入札のほうへいきますけども、入札の場合、我々が一定額以上のものを議会議決しなくちゃなら

ない。こういうときは、同じ設計図書で、同じ仕様書で、そういうものに基づいて行う入札につい

ては、いつも入札業者は何社かあって、最高・最低の入札がこうだと、だから最低入札価格を提示

したここの業者に決めました。これは入札方法の適法性を、我々が判断するだけですね。じゃあ価

格の妥当性というのは、どうやって判断すればいいんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

入札価格の積算についてのご質問だというふうに思っております。 

これはあくまでも国交省、国の定める単価に基づく積算により、建物であれば建物の設計金額を

積算をしてるというのが現状です。 

○１８番（倉又 稔君） 

ちょっと休憩してください。議長、休憩をお願いします。 

○議長（古畑浩一君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午前１１時０１分 休憩〉 

 

〈午前１１時０１分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 
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大変失礼いたしました。 

議員の皆さんが、例えば工事の議決案件が出た場合に、この工事の金額が適正な金額なのかどう

か、どういうふうに判断するかというご質問かというふうに思っております。 

現行の中では我々提案する側も、特にそのような参考資料をお出しをしておりません、現状の中

では。よって、そういうふうなご質問であれば、今現在の行政側からの資料提供では、その辺を判

断するのは難しいのかなというふうにも思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

例えば一般市民の人から聞かれたら、あんた方はその工事の請負契約に対して議決したんだろう。

あれちょっと高くてもやったんかねと言われたら、我々は答えるすべがないんですよね。 

例えば同じ設計図書で、同じ仕様書だったら、１０日前、２週間前ぐらいにそういうものをもら

ったら、今、最初に課長が答えたような方法で積算することも可能なんですよ。また、知り合いの

人に頼んで積算してもらうことも可能です。入札参加の断定、契約の締結のときの入札方法の適法

性についてしか、我々は判断してないということですね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

あくまでも入札が行われて、最終的に議決案件として議会のほうへ提出する案件については、現

実的には積算内容までを確認をしていただいているというふうにはなっておりませんで、どういっ

たものが議会の議決が必要な部分なのかという部分で、契約の相手方、金額等を議会の皆様に見て

いただいて、ご審議をいただいて議決いただくというのが今の状況であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

じゃあ、まあいいです。 

入札の方法には、今言ったように定型的な設計図書や何かで入札する場合もありますし、プロポ

ーザル方式を採用するところもある。今回の山ノ井保育園は、プロポーザル方式を採用したですね。

プロポーザル方式を採用する基準というのはあるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

一般的な話を申し上げますと、契約の中にはいわゆる価格による競争入札と随意契約と大きくは

２つに分かれます。今のプロポーザル方式とか、あるいはまたコンペ方式とかもありますけれども、
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これは随意契約の一種であります。 

価格競争とプロポーザルの違いということになりますけれども、単なる価格競争ということでは、

一般競争入札というような方法で行われるわけですけれども、プロポーザルを取り入れる大きな理

由は、やはり価格だけでなくて、いろいろな行政側からの条件を提示する。例えば技術面、あるい

はまた実績面等も含めて、最終的にはこのようなものが欲しいという形で、こちらから課題を提示

したものに対する提案をもらう。提案をもらった上で判断をしていこうというのが、プロポーザル

の制度でありますので、ここは大きく違っている点だというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

私が尋ねてるのはそうじゃなかった。まあ、いいですわ。 

保育園だとか幼稚園、学校みたいなものは、プロポーザルに適しているのかどうかということを、

やっぱり定型的でもいいから、簡単で、丈夫で、機能性に富んどることが大切でしょう。プロポー

ザルみたいなものを行うのは、やはり市民会館だとか、美術館だとか、博物館とか、そういうもの

のほうが私はいいような気がするんですよ。それにしてもそれを採用する、決定する内容というの

は、それによって変わってきますので。 

時間がないので最後へいきます。答弁は要らないです。 

じゃあ最後に、ハインリッヒの法則っていうのを知っとりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

正直なところ、今おっしゃられた内容は承知いたしておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

これは労働災害における経験則の１つですよ。労働災害では聖書のようなもので、バイブルです

よ。１つの大きな事故が発生する背後には２９の軽微な事故があり、その背景には３００の異常が

存在する。 

これは行政にも使えますよ。「ひやっ」としたとか「ハッ」としたようなものが３００とすると、

軽微な不祥事が２９と、大きな不祥事につながる。これを一応皆さんも研究して、職員教育をすべ

きだということを強く提言して終わります。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、倉又議員の一般質問が終了いたしました。 

暫時休憩いたします。 

再開を１１時２０分といたします。 
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〈午前１１時０８分 休憩〉 

 

〈午前１１時２０分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

それでは、休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、中村 実議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 〔１１番 中村 実君登壇〕 

○１１番（中村 実君） 

改めまして、おはようございます。 

清生クラブの中村 実でございます。 

通告書に基づき質問をさせていただきます。 

１、健康づくり施設の適正配置と整備計画について伺います。 

糸魚川市では、第５期介護保険事業計画や高齢者福祉計画を策定されて、各種事業も計画・推進

されておりますが、今後も更なる高齢化と要介護認定者数の増加により介護保険料の値上げが予想

されます。 

高齢化率は抑えることはできませんが、市民が元気な時から介護予防に取り組むことで、少しで

も長く元気で暮らすことが可能となり、結果的には介護保険料の上昇を抑えることにもつながると

考えております。 

そこで、介護予防の基本となる健康づくりを増進する施設について、市としてどのような整備を

図っているのか伺います。 

(1) ３地域での健康づくり施設の配置状況について。 

(2) 各健康づくり施設の利活用状況について。 

(3) 温泉やプールを活用した健康づくり施設整備の推進について。 

２、総合防災訓練の総括について伺います。 

糸魚川市では市民の生命と財産を守るために、地域防災計画に基づき、防災訓練が毎年実施され

ており、本年６月２４日にも糸魚川市総合防災訓練が行われました。想定は、当市沖約１５０キロ

メートルを震源とするマグニチュード７.９の地震が発生し、当市の海岸線４５キロメートル全域

に大津波警報が発令されたという訓練でありました。 

東日本大震災発生後、地震による津波訓練は地域ごとで行われてきましたが、海岸線全地域の訓

練は初めてのことであります。 

そこで、今回の大掛かりな総合防災訓練について、市ではどのような総括をされていたのか伺い

ます。 

(1) 参加した市民の反応、参加しなかった市民の対応について。 

(2) 総合防災訓練の結果と反省点について。 
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(3) 次回の総合防災訓練の意向について伺います。 

３、糸魚川市における特定失踪者について伺います。 

日本政府が認定した「拉致被害者」のほかに、市民団体である特定失踪者問題調査会での失踪者

公開リストには、拉致の可能性が高い１０００番台リストといわれるものがあります。 

このリストには、昭和４０年３月２６日失踪の旧青海町の方がいますが、失踪から長い年月が経

っており、関係する親族も高齢となっていると思われます。 

今、日本では近隣諸国との様々な外交問題が大きく報道される中、今まで、当市ではこの件に対

して何らかの働きかけがされているのでしょうか伺います。 

(1) 市民への情報提供について。 

(2) 特定失踪者問題調査会と市の連携について。 

(3) 国県への問題解明の働きかけについて伺います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

中村議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、健康づくりの拠点として３地域の保健センターと、昨年度オー

プンいたしました健康づくりセンターを配置いたしております。 

また、健康づくり事業や介護予防事業では、各地域の体育館、地区公民館、プール等を利用いた

しております。 

２点目につきましては、２３年度の利用者数は、保健センターでは能生が約１,０００人、糸魚

川が約７,０００人、青海が約１,４００人、健康づくりセンターは約８万４,０００人であります。 

また、健康づくり事業では、３種類の運動教室を２３カ所で延べ約２万６,６００人が、介護予

防事業では、３種類の教室を７カ所で延べ約２,６００人が利用いたしております。 

３点目につきましては、現在、プールを利用した健康づくりを推進しておりますが、温泉を活用

した健康づくり施設の整備は計画にありません。 

２番目の１点目につきましては、参加者から、家族で避難方法について相談した意義は大きい、

繰り返しの訓練が必要などの意見がありました。 

また、参加しなかった市民への対応につきましては、自主防災組織などを通じて防災意識を高め

るための対策が必要と考えております。 

２点目の成果につきましては、市民の皆様からは自分たちの問題として対応していただいたこと

と、市としては関係機関との連携を図ることができたことであります。 

反省点につきましては、訓練内容や企画についての検討、防災行政無線の難聴対策、情報の伝達

や消防団との連携強化などが挙げられます。 

３点目につきましては、今回の訓練結果を踏まえ、反省点などを来年の訓練に反映してまいりた

いと考えております。 

３番目の１点目につきましては、県から提供されたチラシやポスターを掲示いたしております。 
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２点目につきましては、現在、特に連携はいたしておりません。 

３点目につきましては、市独自では行っておりませんが、今後、県との連携の中で対応してまい

りたいと考えております。 

また現在、家族会と救う会が実施いたしております１,０００万人署名活動につきましては、市

としても協力いたしておりまして、今後も関係団体から依頼等があった場合には、協力してまいり

たいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

それでは、２回目の質問に入らさせていただきたいと思います。 

健康づくりの拠点であります、はぴねすの２３年度の利用客は、先ほど言われました８万

４,０００人、これは正確に言いますと８万３,９３７人ということでありますが、このように予想

以上多くの人に利用していただいたということで、利用料収入の当初見込額を大きく上回りまして、

市へ２０％の約１３８万円が還元されたというような、いい結果を出しています。 

ただ、地区別利用者数を見ますと、ことし５月、１カ月でありますが、全体の入館者が

１,３４８人ということであります。糸魚川では８０１人で５９％、青海地域が４３０人の３２％、

能生が６３人ということで、わずか５％の利用客であったということであります。 

私はこの６３人、５％の人たちは、多分、糸魚川とか青海地域に勤めている人たちが、帰りに寄

られたのではないかなというふうに思っております。やはりこの地域は、能生からだと少し遠い施

設だということだと思っております。 

そこで、能生地域にはＢ＆Ｇプールがあります。ご存じのとおり、ここを利用できるのは６月、

７月、８月の約３カ月間でありますが、そのうちの１カ月間は水のプールだというために、寒い日

はジェットヒーターをたいたりして使うこともあります。 

今回のはぴねすの能生地域の利用状況を見ると、Ｂ＆Ｇプールも通年使える温水プールとして、

能生地域の健康づくりの場として整備していく必要があると思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 田原秀夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

Ｂ＆Ｇプールは夏の間、約１００日の開館でございます。年間の利用者としては７,０００人前

後ということで、主に小学生、中学生が多いということで、地元の能生地域の方々に使っていただ

いている施設でございます。 

温水化というご提案でございますが、温水化について過去に話題には上ったことがございますが、

本格的な検討はしてございません。建設は平成元年ということで、大規模な改修時期が来ておりま
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す。改修計画を検討する際には、再度検討いたしますが、温水化となりますと、当初のボイラー等

の工事費、また、その後の光熱費の維持管理というのが、課題となるということが問題となってご

ざいます。そういうものも十分考慮した上で、今後の利用者の見込み等も考慮しながら、検討しな

ければいけないと思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

今の答弁を伺いますと、金銭的なことということでありますが、能生地域のはぴねすの利用状況

を見れば、もうはっきりと数字的なものが出てるわけですよね。やはり糸魚川市で健康づくりを推

進する以上は、お金もそれは大切でしょうが、やはり現状に合った考え方をしていただきたいと思

いますし、あえて冬の間は利用できなくても、例えば３月から１０月とか、４月から１０月とかと

いうような感じで使っていくことも可能ではないかと思いますので、その辺もあわせて検討をして

いただきたいと思っております。 

次に、温泉を使った健康づくり施設の整備でありますが、先ほどの答弁では、温泉を使った整備

は考えていないということでありますが、既に平成５年ごろの旧糸魚川市では、国保の負担金が県

内でトップだということで、ワースト記録を出したということでありますが、それを市として何と

かしていかなければいけないということで、用地取得費や建設費に補助金を出し、民間活力でひす

いの湯を建設していただき、完成後には、施設運営にも毎年助成金を出すということで、今まで運

営されてきました。 

この施設には温泉とスポーツ施設、そしてプールの３点セットでの助成金であります。旧糸魚川

市は健康づくりのために、多くの助成を行ってまいりました。その結果は、確実にあらわれている

と私は思います。また、保険料の抑制にもつながってきたのではないかというふうに考えておりま

す。 

健康づくりには温泉だけでも、私は効果があるのではないかなというふうに思っております。今

後、高齢化がどんどん進んでいく中で、温泉施設を使った健康づくりも考えていく必要があると思

いますが、市長、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

確かに今、議員ご指摘の中において、はぴねすの中で活動している人たちの数を見ると能生の人

たちが少ないというのは、やはり問題ととらえなくてはいけないと思っております。 

そういう中で、それに対する手だて、また、そういう考え方は、どうすればいいのかというとこ

ろも考えながら進めなくてはいけない。そしてまずもって、健康にどのようになってもらうか、進

めていくかというのは非常に大きい問題であるわけでありますし、その中で温泉だけではなくて、
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もっとやはり私は健康づくりとなってくると、入ってもらうこともさることながら、もう一歩先を

考えなくてはいけないんだろうと思っております。 

これはどの施設もそうなんですが、やはりそのようなことで、ただ今と同じということではない

だろうと思っておりまして、その辺を具体化、具現化することが、真の健康につながるんだろうと

いうことでとらえておるわけでございまして、当然、温泉は全然考慮しておらないということでは

なくて、それを含めながら考えていかなくちゃいけないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

大変ありがとうございます。 

今進めている第５期介護保険事業計画や、高齢者福祉計画の中の大きな柱であります要介護認定

者の抑制や介護保険の上昇を抑えることが、これからの問題だというふうに思ってます。 

これからふえ続けるお年寄りのために、今、市長が言われたように、温泉と運動をセットにした

施設が必要になってくると思います。これは新たに施設をつくるということではなくて、今の施設

を活用し、そこにスポーツ等を取り入れていく必要が、今後あるかというふうに思っています。そ

ういうことをすることによって、保険料を抑えていくことにつながるというふうに私は思っている

んですが、その辺の見解をお伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

まさしく、今、議員さんがおっしゃるとおりだと思っております。運動を取り入れた健康づくり

もそうでありますが、そのほかに、やはり温泉等に出かけていって人と交わることによって、精神

的な安定、あるいは生きがいという面もあるかと思っております。そういう面で、既存の温泉施設、

市の施設もあれば民間の施設もありますが、できるだけそういうものを活用する中で、市民の心の

安定、あるいは体の安定というものを図っていく必要があると思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

糸魚川市には塩の道温泉とか笹倉温泉、焼山温泉などがありまして、お年寄りの健康増進を目的

とした老人いこいの家という割り引き制度があります。この割り引き制度は、温泉を使った健康づ

くりは当初考えてないということだったんですが、市として、この健康づくりとこの３点の位置づ

けを、どのようにとらえているのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に健康に貢献をいただいとるわけでありますが、やはりこれからはもっと効果のあるまた、

具現化できる健康づくりというものを目指していかなくてはいけないと思ってるわけでございます。 

そういう中で、今ある事業というのも拡大も当然あってもしかりと思ってるわけでありますが、

今言ったように、これからのものについてはもっと、やはり前へ一歩出たもので考えていかなくち

ゃいけないんだろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

健康いといがわ２１にも健康寿命の延伸ということで書かれておりまして、休養、心の健康とい

うことであります。今、市民部長が言われましたように、ストレス解消とか生きがいにつながると

いうことでありますので、今後もこのような施設を使って、幅広くやっていただきたいと思ってい

ます。 

今後、高齢化が進んでいくわけですので、こういった健康いといがわ２１とか、そういうものに

は、温泉というものが明記されてないんですが、これも新たにつくるときには、この温泉を取り入

れた健康づくりということも明記していく必要があると思うんですが、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

岩﨑健康増進課長。 〔健康増進課長 岩﨑良之君登壇〕 

○健康増進課長（岩﨑良之君） 

よろしくお願いします。 

今、確かにおっしゃいましたように、温泉はいろんな面で健康に効果があると思っておりますし、

その辺を考えながら、次回修正するようなときには、組み入れていきたいと思っております。 

また、今ご提案いただきましたように、既に老人いこいの家等がございますが、今、楽楽体操と

いう、もっと軽微に簡単にできるような体操を今行っておりますので、これを改良しながら、例え

ばそういうものが映像で流れたりするようなもの、今、ＤＶＤをつくろうと思ってますので、その

ような効果的な連携を図っていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

少しつけ加えさせていただきたいと思います。 

ただ温泉に入れば健康というだけでなくて、私はやはりそれといろんな事業を組み合わせながら

やっていくことが、さらに健康につながるわけでございますので、できることなら今ある事業の存

続なりはやりますが、新たにこれからの温泉と何々、温泉と健康づくりというような、１つはやは
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りそういったものをしっかり出すことが必要だろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

ぜひお願いします。 

１日がかりで入りにきているお年寄りがいるわけですよね。時間も十分ありますので、いろいろ

なものを取り入れながら、お年寄りの健康づくりをしていっていただきたいと思います。 

そこで柵口の温泉センターについてでありますが、最近の温泉センターの利用客の多くは、暗く

なるまで風呂と脱衣場の電気をつけなかったり、また、暗くなっても半分ずつ電気をつけながら使

用している。また、風呂を上がるときに、おけや椅子を洗ってしまっていくというようなことを、

最近、みんなでやっています。これは今まで見られなかったことでありますが、自然とこういうこ

とが始まったということであります。これは何とか温泉センターを残したいという気持ちが、あの

利用者に、そうさせているのだというふうにまた私は思っております。 

閉鎖されて権現荘に移るということが、まだ決定しておりませんので、利用者としてはボイラー

の取りかえだけで、ほかにお金をかける必要もないという考えであります。現状のままで十分であ

り、もう一度そういった方向で、検討していただきたいという声も多く聞かれております。 

先ほども温泉を使って健康づくりをということでありますので、今のところが適当なのか、また、

新たに権現荘につくったほうがいいのか、それはまた考えていっていただきたいと思いますが、今

のところも十分利活用できるのではないかなというふうに思っておりますので、今後、考えていっ

ていただきたいと思います。 

次に、総合防災訓練について伺います。 

今回の訓練は、糸魚川沖１５０キロで、マグニチュード７.９の地震が発生し、３０分後に

１０メートルの津波が押し寄せるということで、各地区で定めた避難所に避難するという訓練でし

たが、能生の西浜町では、近くに高台がないということで、旧道を海岸線沿いに逃げまして、能生

川を渡り、大平寺の高台へ移動したということであります。 

今回は地震発生３０分後に津波が来るというような訓練だったために、時間に余裕があったため

に、さほど問題はなかったと思いますが、早ければ５分で津波が到達するということも言われてお

ります。そうなると、今回の避難は非常に危険であるというふうに感じております。 

今回のように近くに避難場所、高台がないという場合に、一番避難に有効なのは津波避難ビルで

あります。私は今まで何度も津波避難ビルの重要性を訴えてまいりましたが、避難ビルの指定には

大変時間がかかり過ぎているというふうに私は思っています。どのような問題があって時間がかか

るのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

お答えいたします。 
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９月１０日号の広報で、１８カ所の今回改めて指定させていただいたものを提示をさせていただ

きました。具体的には、国、県の施設、または民間の施設の管理者の方々に、津波避難ビルとして

指定をさせていただきたいという協議をさせていただいておるところでございます。 

特に個人の方につきましては、やはりいろんな事情がございまして、ご協力をいただけるという

ような場合と、そうでないという場合がありまして、そんな中で、今お話をさせていただいている

という状況でございます。 

現在の進捗状況をちょっと申し上げさせていただきますが、指定済みが１８カ所、今後、指定予

定が２６カ所、それから検討中が１０カ所ということで、今、５４カ所を対象に、津波避難ビルに

指定をしたいということで、ご協議を進めさせていただいているところでございます。 

基準につきましては、海抜２０メートル以下にある鉄筋コンクリート造、３階建て以上の建物を

基本として、今いろんなご相談をさせていただいておるということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

今ほど言いました西浜町とか、その近くの新町あたりは、その辺には能生事務所や生涯学習セン

ター、また保健センターとか民間のビルがあるわけですが、生涯学習センターとか保健センター、

それと民間のビルは３階建てなんですが、その３カ所には、話をされているということでよろしい

ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

お答えいたします。 

生涯学習センターにつきましては、今回、避難ビルの指定をさせていただいております。また、

３階以上ということでございますので、３階以下であれば、まだお声がけはさせていただいてない

ということでございます。 

ただ、津波につきましては、市長も前に答弁いたしておりますが、できるだけ早く高いところへ

避難をするということでございます。今回、問題点となりました要援護者だとか、お年寄りの方で、

やはり遠くへ逃げられないという方につきましては、３階以下の建物でありましても、また、地元

の自治会長さん等ともご相談をさせていただく中で、今後、指定に向ける検討についてはしていく

必要があるのかなというようなことも、あわせて考えているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

そういったことで、この８月号の「広報いといがわ」で、糸魚川市の最大津波高が示されており

ました。親不知地区では１.５メートルと一番津波が低いんですが、百川海水浴場が一番高くて
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５.２メートル、能生地内では２.８から３.２メートルということであります。糸魚川のほうでも、

西へ行くほど津波高がちょっと低くなっているという状況でありますが、今回の西浜町のことを考

えますと、能生河口付近で３メートルから３.２メートル、能生海水浴場では２.８から３メートル

ということでありますので、その倍といたしましても、海抜６メートルから７メートルのところが

あれば、まず第１避難所、もしくはお年寄りや、逃げおくれた人たちの避難所になると思っており

ます。 

早ければ、先ほども言いました５分で津波が来るということを考えれば、早急にそのようなとこ

ろも検討して、今言われる避難ビルと違う考えでの検討も必要だと思いますが、そのような検討は

されているのでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

具体的には今現在、そういうところについては検討しておりませんが、先ほどいただいたご意見

等を踏まえますと、そういう該当するビルがない箇所につきましては、ご指摘の点についても、あ

わせて検討を進めていく必要があるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

３階建てのビルというのは、市内になら何カ所かあるかと思いますけど、やっぱり青海、糸魚川

へいくと、なかなかそういうビルが近くにないし、高台もないということでありますので、また、

それと違った意味での、そこへ逃げるということじゃなくて、逃げおくれたとか、お年寄りが、ま

ずそこへ一旦避難するということで、検討を進めていっていただきたいと思います。 

そういった中で考えていきますと、今建設を計画しております能生体育館、これは候補地が４カ

所ありまして、いろいろ議論されておりますが、現在の場所は、海抜７メートルという表示がして

あります。２階のランニングコースへ上がれば、約１０メートル以上にはなると思います。そうい

ったことを考えると、今の場所を外して、違う残りの３カ所に移動した場合には、この避難場所と

して使えなくなるということも考えられます。やはり地域の近くの人たちの安全・安心を考えれば、

既存の場所での建設も視野に入れていく必要があると思うんですが、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 田原秀夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

能生体育館につきましては、改築の候補地が現在４カ所でございます。体育館を建てる場所を決

める際には、まず、体育館の利用者の利便性を最優先に考えますが、体育館ができた後は避難施設、

避難所となりますことから、そういう防災面についても、考慮をさせていただかなければいけない
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と思っております。その際には、今ご提案の津波対応についても考えなければいけない。このこと

については、市議会の総務文教常任委員会、あるいは地域の懇談会、あるいは審議会でも、そうい

うものも配慮していただきたいという意見もございます。今の点につきましてもこれから検討する

中で、貴重なご提言として参考とさせていただきたいと思います。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

私も傍聴させていただいて、皆さんが言われることは体育館の機能もそうでありますが、駐車場

の件も出てくると思うんです。あそこには糸魚川バスさんに貸している駐車場とか、市で市民に貸

している駐車場とかありますので、そういったものを何とかクリアできれば、今の場所でも可能に

なってくるのではないかなと。 

また昨日でしたか、話がありました年２回のマラソン等のイベント、年に２回か３回のイベント

は、今まででも何とか駐車場をクリアできてきたと思いますので、その辺も考慮し、住民の安全と

いう視線で考えていくのも１つの方法だと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

次に、医師会や歯科医師会、薬剤師会、糸病、よしだ病院、保健所など、いざというときに命を

守ってくれる人たちの糸魚川災害時医療訓練が、毎年行われております。当然、市や消防も参加し

ていますが、なぜ今回のような大がかりな防災訓練に、参加していただかなかったのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

今回の避難訓練の目的は、住民の方がみずから参加をいただいて、避難路及び避難場所等につい

て、みずから考えていただくということが大きな目的でありまして、その目的については、今回、

十分達せられたというふうに考えております。 

今ご指摘の糸魚川地域にあります災害医療コーディネーターの関係でございますが、これにつき

ましては、そこまで今回範囲を広げてやらなかったということでございまして、当然、防災訓練の

中には、住民避難とともに実際起きた災害時において、どのような医療対応をとるかというような

ことが必要になってくると思いますので、現在は住民が参加しない中でというか、一部の住民の方

の参加のみで、医療関係の避難訓練は昨年まで実施しておりますが、今後はご指摘いただいたよう

な中身についても、取り入れる必要はあるというふうに考えております。 

ただ、医療関係者の方々につきましては、大変お忙しい身ということでございまして、私らの都

合に合わせていただくとか、また、医療関係者のほうに私たちが合わせるとか、いろいろとそうい

うような日程調整の面だとかでも難しい面がございますので、ご指摘いただいた件はそのとおりだ

と思いますが、今後その辺も踏まえて調整をして、できるならば、一緒に訓練ができるような体制

を整えるようにしてまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 



 

－ 332 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

この訓練は私も知らなかったわけですが、ある医者の先生に、これは何で私らのところと、ばら

ばらでやってるのかねという話を聞いて、ちょっと調べさせていただきました。 

やはり大がかりな訓練をやるときは、お互いに早目に話し合いをしながら、日程調整等をするこ

とによって可能ではないかな。また、実際に避難したときに、医療関係の人が市民に対してどうい

うことをしなければいけないかの勉強にもなると思いますので、今後よろしくお願いいたします。 

次に、国交省や県、市でつくる北陸ブロック道路標識適正化委員会では、県内の道路案内標識な

どに海抜表示の設置を行い、運転手や歩行者らの避難に役立ててもらうということで話が進んでる

というふうに聞いております。 

工事はこの秋ごろから始まり、約５００メートル間隔での表示板の取りつけ作業を始めるという

ことでありますが、糸魚川市内のどのようなところに、何カ所ぐらい設置される予定なのか、お伺

いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

そのような計画を進めるということについて、国土交通省の高田河川国道事務所長さんのほうか

ら、うちの市長のほうにお話があったということは伺っておりますが、今ご指摘いただいたように、

どこの場所に、何カ所かということについてまでは、ちょっと私のほうでは承知しておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

新潟南西地震を想定して、非常に津波の高いところを中心にしながらということで、上越エリア

の中で７カ所だったと思うんですが、そのうち糸魚川市には３カ所、東側に掲示をしたいというこ

とで、徳合地区になろうかと思うわけでありますが、ただ、細かいところは、まだ聞いてございま

せんので、掲示をしていきたいという話をいただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

私もその辺の詳細はちょっとわからないんですが、新聞にこのようなことが載っていました。こ

の地盤は例えば海抜６メートルとかということで、各地域に５００メートルおきに設置していくと

いうような話を伺ったもんですから、それならば国道沿いだけでもあればなということで、４５キ

ロありますので、相当のものを設置していただけるのかなというふうに私は思ったんです。なかな
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か市でも予算的なことがありまして、電柱だとか、いろんなところへ設置するのも、おくれてきて

ると思っていましたので、これを利用しながら何とか早目に、いろんなところに設置していただけ

ればいいなという考えでの質問でしたが、今後できれば、これ１回で多分終わりじゃないと思いま

すので、要望しながら、国、県の予算で、設置していただきたいなというふうに思っております。 

それはこれで終わりといたしまして、初日の日でしたか、消防長がＮＨＫの番組の話をちょっと

されました。私もちょっと録画していたわけですが、もしかしたら「釜石の奇跡」という番組では

なかったかなというふうに思います。 

この番組は、糸魚川にも来ていただきました片田先生の話や、大津波を生き抜いた子どもたちの

実体験をアニメ化した番組であります。この番組は私も見ましたけど、子どもたちの防災教育にわ

かりやすく作成してあります。この番組は消防長は見られたということですが、教育長とかこども

課長、見られましたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えします。 

見ておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

これは報道してあったわけでもないんでね、用事があって見れなかったということでしょうが、

子どもの教育に、アニメを使った大変わかりやすい番組でありました。もしこういうものが手に入

るんなら、子どもたちの防災教育に使っていただければなというふうに私は感じております。 

それでは２週間ほど前になるんですが、能生のＣＡＴＶのニューストピックスの終了後に、自然

災害、津波に対する安全教育という番組がありました。 

これは大船渡市の２つの小学校の体験を、話と映像でわかりやすくつくった番組であります。

１つは、綾里小学校の方言を使った避難教育、もう１つは、越喜来小学校の２階から道路へつなげ

た避難橋の話であります。この番組も実際にあった映像と、元校長先生と現在の教頭先生が話をし

てくれてます。この番組は教育委員会でも見て、先生方の教育につながるのではないかなというふ

うに思ったんですが、この番組はいかがでしょうか。見ていらっしゃいましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えします。 

その番組そのものは見ておりませんが、昨年度、新潟でＢ＆Ｇの研修会がありました。その際に

見たビデオと、多分内容的に同じじゃないかなという気がします。津波が来た際には、てんでんこ
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で命を守る、だから津波てんでんこという話がありましたし、それが紙芝居で伝える教育というこ

と。それから、今の２つの小学校の校長先生方が出て、実際に津波に遭った場合の避難等には、こ

ういうような状態が必要であるというような内容で、学校に教材として出しても非常にいいもので

はないかなということを、そのとき私は感じております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

すみません。時間が過ぎましたが、今ほど言われるみたいに大変すばらしい映像であります。こ

れをぜひ思っているだけではなくて、教育に使っていただきたいと思います。 

次に、拉致被害者についてでありますが、 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員の質問中でありますが、昼食時限のため暫時休憩といたします。 

再開を１３時といたします。 

 

〈午後０時０１分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

午前に引き続き、中村議員の一般質問を行います。 

中村議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

次に、拉致被害者について伺います。 

今回この問題を取り上げたのは、北朝鮮の金正日総書記が日本人の拉致を認めた平成１４年の日

朝首脳会談から、この９月で１０年目を迎える大きな節目であり、家族会や救う会などでは、都道

府県知事や、３４都道府県議会に１,０００万人の署名集めの手伝いをしていただいております。

糸魚川地域振興局にも早くから署名用紙が置かれておりました。糸魚川市でも少しおくれましたが、

署名用紙が回されてまいりました。 

当糸魚川市では昭和４３年３月２６日、旧青海町の藤田進さんが、猛吹雪の日に拉致されたとの

疑いがもたれております。このように拉致された疑いが濃厚であるにもかかわらず、政府が認定し

ていない特定失踪者が、ほかにも数百名もいるというふうに言われております。 

糸魚川市では合併後、１階フロアでパネル展があった記憶も私はあるのですが、そのほか拉致に

対して、市として市民に周知する対応をとってきたことがあるのか、お伺いいたします。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

市として２０年にパネル展、それから「めぐみ」を、映画ですか、やっておるわけですが、それ

以外に、どのような市民周知を図って来たかということであります。 

実際には県のほうから折々、パンフレット等が送られてきます、ポスター等も送られてきます。

そういったものを庁内で掲示をさせていただくというようなことでの周知しか、これまでなかなか

取り組めなかったというのが実態かというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

なかなか個人としても、市としても動ける問題ではありませんが、こういった事件は、やはり国

民、市民が忘れないようにしていくことが必要だというふうに私は思っています。 

市としてできることは、やはりパネル展とか、今ほど言われた映画だとかということでありまし

て、市民の皆様から理解をしていただき、まだ拉致を知らない子どもたちにも語り継いでいかなけ

ればいけない私は事件だと思っておりますが、今後、市としてどういうふうに進めていくのか。ま

た、何か考えがあれば伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

今後の取り組みでありますが、また今年度も先ほど言われますように、金正日総書記の朝鮮合意、

１４年から１０年たったということで、県内でもパネル展等が開催されることとなっております。 

ただ、その中に、現在、糸魚川市は会場としては選定されておりませんが、県のほうに少しお聞

きしましたところ、もし市のほうで希望されるのであれば、パネルはお貸ししますよというような

言葉もいただいておりますので、できれば今年中に何らかの形で、パネル展示に取り組みたいなと

いうことで、現在考えておるというところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

教育活動の中での扱い方と、取り上げ方ということでございますが、現在学校では、同和教育を

中核とした人権教育を推進してまいっております。そういった中に教材として、拉致問題も含んだ

ものがありますので、そういったものを使用しながら、子どもたちにも拉致問題等について学ぶ機

会をつくってまいっております。これからも続けてまいりたいというふうに考えております。 
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以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

教育関係の中では、子どもたちには大変デリケートな問題でありますが、やはり話をしていって

いただかなければいけないのかなというふうに思っておりますし、当然、ご家庭、家族の方にも、

やはりこういったビラを使いながら知っていただくことで、子どもにもそういう声も届いていくの

ではないかなというふうに私は思っていますので、これからもよろしくお願いしたいと思います。 

失踪者公開リストを見ましても、藤田進さんは１００番台リストというところに名前が載ってお

ります。すみません、１０００番台リストに名前が載っています。この１０００番台リストという

のは、調査会で拉致の確率が非常に高い人たちの番号だということであります。今回は藤田さんの

いとこさんからの署名のお願いもあったということであります。今後、市としてパネル展や、国や

県の情報を注視しながら、早い解決に向けてかかわっていっていただきたいと思っております。 

拉致問題に関する地方自治体ネットワークという組織があります。市はこれに加盟していません

が、このネットワークは１９都道府県と１９の市町村が加盟し、情報交換を行っております。 

新潟県内では、新潟市、柏崎市、佐渡市の拉致被害者のいる３市が加盟をしております。糸魚川

市にも拉致被害者の認定は受けてはおりませんが、特定失踪者ということで藤田さんがおられます。

糸魚川市もこのネットワークに加盟し、情報を共有していく必要があると思いますが、私もちょっ

とこの辺のネットワークの内容が少しわからないのですが、特定失踪者の方は、このネットワーク

には加盟しちゃいけないのかどうか、それもわからないんですが、その辺を情報を受けながら、も

し必要があれば今後加盟し、進めていっていただきたいなというふうに思っているんですが、いか

がでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

今ほど議員がおっしゃるネットワークですね、ちょっと私らも詳しく調べ切れておりません。加

盟すべきかどうかということを含めて、少し研究させていただきたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

中村議員。 

○１１番（中村 実君） 

私もこれもインターネットでちょっと引いただけなんで、中身はよく調べておりませんが、ぜひ

情報を得るだけでもいいのではないかなというふうに思ってますので、ぜひ検討していただきたい

と思っております。 

こういったパンフにも、県民一人一人の声が何もより強い力となりますというふうに、拉致の解

決には一人一人の声が必要だということも書かれております。最近、ブルーリボンバッチをつけて
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いる人が大変少なくなってきました。合併当時は、よくスーツを着てるところで、ブルーリボンバ

ッチをつけてる人が見受けられましたが、最近は、そのような人も少なくなりました。きょうも仲

間の倉又議員がバッチをつけてきておりますが、今後、糸魚川市にもこういった被害者がおります

ので、同じ市民として、日本人として、この問題が解決するまで、この拉致事件を風化させないよ

うにしていかなければいけないというふうに私は思っています。これからそういう考えで、糸魚川

市としてもかかわっていっていただきたいことをお願いいたしまして、私の一般質問を終わらせて

いただきます。 

ありがとうございました。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、中村議員の質問が終了いたしました。 

関連質問はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

関連質問なしと認めます。 

次に、古川 昇議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 〔８番 古川 昇君登壇〕 

〇８番（古川 昇君） 

市民ネット２１、古川 昇であります。 

発言通告書に基づきまして、１回目の質問を行いたいと思います。お昼の大変な時間であります

が、よろしくお願いをしたいと思います。 

１、糸魚川市の介護施設の充実についてであります。 

介護保険制度が発足してから１２年が経過しました。多くの矛盾を抱えながらも社会制度として

確立され今日に至っております。出発当初の施設中心から在宅サービスを基本に住み慣れた地域で

介護を提供する方針へと変化し、従来の「保護型介護」から「自立支援型介護」「予防型介護」へ

と移行してきました。 

しかし、依然として施設サービスの拡充を望む声は大きく、ニーズ調査にもはっきりと表れてい

ると思います。 

施設を増やすことはサービス給付の増加、保険料増加に直結し、市民の中では助け合い制度の理

解はしっかり持ちつつも限界に近づいていることは間違いありません。要介護者の実情や地域事情

を考慮しても慎重な施策が求められていると思います。 

そこで以下の項目について伺います。 

(1) 在宅介護サービス施設の現状と充足度についてであります。 

(2) 施設サービスを担う特養・老健施設等の拡充計画についてであります。 

(3) 当市の地域の実情と更なる施設拡充の予測についてであります。 

(4) 能生・青海・糸魚川地域ごとの介護施設の現状と展望について。 

(5) 高齢化率上昇と認知症対策の重点課題についてであります。 
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２、学校図書館と教育行政の関わりについて。 

「生きる力」を育むという理念のもと、知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力の育

成を重視する新学習指導要領が実施される中で、その中心としての役割を学校図書館が担うとして、

その機能向上が求められております。 

学校図書館を授業に積極的に活用している学校が注目を集め、活用法を載せた教科書もあるやに

いわれております。本に親しみ、読書の習慣を身に付けることにとどまらず、授業で調べること、

考えることが国語力の底上げや、後の生きる力につながっていくといわれております。政府では

「新学校図書館図書整備５か年計画」に基づいて地方財政措置がとられているとも聞いております。 

そこで以下の項目について伺います。 

(1) 図書整備５か年計画（図書・新聞・職員）の存在について。 

(2) 小中学校の現場の現状について。 

(3) 教育行政と学校図書館との関わりについて。 

(4) 今後の更なる支援策と充実策について伺いたいと思います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

古川議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、グループホームが８カ所、デイサービスが１１カ所、デイケア

が２カ所、ショートステイが９カ所、小規模多機能居宅介護が２カ所あり、ほぼ充足されているも

のと考えております。 

２点目につきましては、特別養護老人ホームの増床計画はありますが、介護老人保健施設の計画

はありません。 

３点目と４点目につきましては、地域の偏りもありますが、将来、高齢者数も横ばいから減少傾

向に移ると予測いたしており、施設拡充については、慎重に対応しなければならないと考えており

ます。 

５点目につきましては、認知症の予防と早期発見、適切な介護と治療の普及啓発、地域での見守

り体制の充実が重点課題と考えております。 

２番目の学校図書館と教育行政のかかわりのご質問につきましては、この後、教育長から答弁い

たしますので、よろしくお願いいたします。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

古川議員のご質問にお答えいたします。 
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２番目の１点目につきましては、２４年度から文部科学省の本計画により、普通交付税で措置さ

れていると承知しております。 

２点目につきましては、市内全ての小中学校では、国の基準を超えた図書の整備がなされており、

積極的な図書館利用を推進しております。 

３点につきましては、学校配当予算の中に含めて各学校に予算配当しております。学校は配当さ

れた予算の中から必要に応じて学校図書館整備の経費を位置づけ、計画的に整備に取り組んでおり

ます。 

４点目につきましては、学校教職員の図書館業務の軽減を図り、子どもと向き合う時間の確保に

つなげられるよう検討してまいります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それでは、２回目の質問に入らせていただきます。 

在宅の介護施設の現状ということでありますが、今ほど整備をされているものの全体をお話をい

ただきましたけれども、第４期の介護事業計画の中で新しく開設をした居宅系のサービス施設はど

のくらいあったのか。 

これは計画的には、４期の３月までということであったわけでありますが、４月にずれ込んで開

所したところもあったようで、寺町と西海ですけどね、あったというふうに聞いておりますが、こ

れは４期の中でどれくらいふやされたのか、改めてお聞きをします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

第４期で計画されまして設備されましたのが、ショートステイの２１床、それとグループホーム

９人、またグループホーム、もう２カ所ありますが、１８人の２カ所で３６人。それから小規模多

機能型居宅介護で１カ所、登録人員が２５人でございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

この中で整備を４期の中でおやりになったということでありますが、これは普通、参入業者の皆

さんから設置申し込みがあって、初めて実現するということになるんだろうと思いますけれども、

大体事業計画の中を見ると、傾向を見て促すというふうな表現ですよね。それはこちらのほうから

業者の方に促すかどうか、それはわかりませんけれども、施設を建てるに当たっての行政として設
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置判断、基準みたいなものがあるのか。それがあるんだとすれば、内容はどんなものか。あるいは、

もう逆に参入業者さんの提案を受けて、それを基準としてるというふうになっているのか、そこを

ちょっとお聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

介護保険の事業計画につきましては、その期、その期によりましてアンケート調査、また、その

方の実情、高齢化率、認定者率、それと要介護度の高い低い、そのあたりを調整いたしまして、そ

の期間の中に、これぐらいの施設整備が必要であろうというところで、こちらのほうで計画させて

いただいております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

そうしますと、足りない分だとかそういうものを加味して、こちらのほうから促すというのが基

本になってるということで理解いたしますが、そうしますと第５期の事業計画の中で、基本目標の

４でありますけれども、介護サービスの充実の項で示されておりますが、全て施設の拡大というの

が出されているわけです、書いてあります。 

糸魚川市は、これは資料として出されているわけでありますが、新潟県を１００、あるいはお隣

の上越市を１００として見たときに、ほとんどのサービス施設の割合が１００を上回っているわけ

であります。その中にあって小規模多機能居宅介護、あるいは通所介護、リハビリ施設、これが下

回っているというだけであります。そうしますと、今回、そこに重点を置いて、その設備の整備を

するのはわかる気がするんですが、ただ、この事業計画の中でデイサービスは、アンケートですね、

この中でも利用希望が非常に多いというふうになっております。通所介護ということになるわけで

すが、その中身を見ますと、事業所との連携を強化するとだけ書いてあるんですよね。希望が多い

んですが、それだけしか書いてないわけでありますが、そうしますと、この施設をふやさないでい

くとすれば小規模多機能、これの通いの部分で、あるいは今の利用率から見て十分賄っていけるん

だというふうに考えておられるのか、お聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

先ほど申し上げたように、第４期のところで小規模多機能型居宅介護、登録者２５名分を整備さ

せていただきました。その方たちは在宅にいてショートも利用したり、通所のデイサービス的なも
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のもあり、訪問介護のサービスも受けるという方でございますので、その方たち分、２５人分です

けれども、デイサービスのところからは抜けるのではないかというふうに考えています。 

また今後、重い方になりましたら、そのあたりはデイサービスの利用につきましては、調整は必

要ではないかとは思いますが、今の段階では、充足してるというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

小規模ということになると１５名、９名というようなところの配置もございますが、恐らくそう

いうことでというふうに考えてもみましたけれども、はっきりとしたことをお答えいただきました

ので、理解をいたしました。 

次にでありますが、糸魚川市には多くの先ほど申し上げました居宅系、あるいは施設があるわけ

でありますが、とりわけ居宅系の設備ですよね、ここのところの稼働率、もしおわかりでしたら、

あるいはそういうものを調べておられるんでしたら、お聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

こちらのほうで稼働率を調べてはおりません。しかしながら、サービスを利用したい方のサービ

ス調整につきましては、ケアマネジャーがやっておりますので、そこのあたりで、不足していると

いうところではないというふうには考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今お聞きしたのは、現場の皆さんのお声を聞きますと、要はデイサービス、通所の介護施設の利

用ですね、ここが下がってる。あるいは職員の関係で、ぎりぎり仕事をされてるということもあっ

て、ふやすことがなかなかできない。そういうことであれば、今定員になっている方々がそこへ入

ったとしても、例えばそこにもう１日ふやしたいとか、あるいはお泊まりをこれに入れたいんだと

いうふうに言われても、なかなかそこに応えていけないというような話もあったもんですから、要

は稼働、やりたいんだけど、そこのところはまだ空いてるというか、十分に稼働されてない、そう

いう施設があるんではないかというふうに感じましたので、お聞きをしたわけであります。改めて

お聞きをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

サービス事業所の稼働率ということでございますが、例えばショート利用の場合に、稼働率が

１００％ということは、まずないと思います。それと利用する方にとって受け入れ体制、例えば

２人部屋がいいのか、個室がよいのかというような形で、その方が利用するには個室のほうがいい

んだけれども、受け入れ側では個室がそのときにはないということは、あるのではないかというふ

うに思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

稼働率というふうにお聞きをしたので、ちょっとそこのところで誤解があったかもしれませんけ

れども、私は通所介護、先ほど言われたように、それとグループホームなんかが、今の状況からす

ると、たくさんできてきたということもあって、そちらのほうに従業員の皆さんがシフトをして、

デイのほうが、ぎりぎりの感じでやってるというふうな実情もあるもんですから、そういうのを加

味しても、やっぱりそれぞれどういうふうな中身でやっておられるのかという調査は、非常に大事

かと思いますので、ぜひとも、そこのところに目を向けていただければというふうに思います。 

事業計画書を見ますと、訪問介護・看護が、毎年約１５０ぐらい、１００対５０ぐらいですよね、

増加するという計画になってる。通所サービスも毎年１７０から１８０ぐらいの増加になってるわ

けですね。それは人数としてプラスされていくのは、１人の人が通う回数がふえりゃ、そら人数が

上がっていくということは、これは理解をしますけれども、それにしても少し数字が大き過ぎるん

でないかなという感じもしてるわけです。これが全ていったとすれば、やっぱりサービスが膨らむ

という試算が出てくるんではないかというふうに思います。 

今回の５期の計画を見ますと、既に７カ所出されているわけですよね。１カ所は参入業者が決ま

ってはおりませんけれども、特養９０床の増床計画で２つですよね。それから、小規模多機能で

２つ、グループホームが２つ、ショートステイが１つということの既に計画が出てるわけでありま

す。 

これは６月２２日だったと思いますが、いや、去年の１１月だったですかね、参考資料がありま

して、特養を１００床ふやすと２２０円、地域密着型特養で１００床ふやすと２０５円、認知症対

応施設を１００人で２２５円、こういうのが出てて、これだけ合計すると６５０円ということにな

るわけでありますけれども、これは必ずしも糸魚川の５期の計画の数字とは一致はしませんけれど

も、次の６期の事業計画に大きくはね返る、今回の７カ所ですね。もう全部いったとすればサービ

ス給付費は、かなりの金額にはなるんではないかというふうに懸念をするわけです。 

５期の事業計画で整備予定として出されている施設の建設、これを全部やったということになる

と、既に計画されているのは、先ほど言いましたのがありますけれども、６期の保険料に、確実に

大きく影響してくると確信をするわけでありますが、そうしますと、もろ手を挙げて賛成というわ
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けにはいかない場合もあると思います。ここら辺のところをどういうふうに、今の計画が出てるん

だが、きちっとこれをコンセンサスをとってやっていくんだというような、そこら辺の見解をお聞

かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

今ほどのご質問の中で、サービスの質・量、それと負担の関係のご質問だったと思っております。 

今おっしゃるように、サービスの質・量を上げてまいりますと、当然、経費がかかるわけですか

ら、いわゆる介護保険料等の負担が上がっていくというのが、今、大きな課題だと思っております。 

そこで私どもは、今、第５期については、いわゆる需要の面を重点に置いて計画をつくっており

ます。その中で実際に保険料を算出したところ、今自身でも５,８６０円ぐらいということで、第

６期を推計いたしますと、もし第５期が全施設を整備されますと、さらに相当の額が上乗せされる

と。こうなりますと、いわゆるサービスを受けている人はまだしも、サービスを受けてない人が、

それだけの保険料を負担するというのは、なかなか理解を得ることは厳しいのではないかなという

ふうに今思っとるところでございますので、そういった面で第６期に向けて、いわゆる十分な調査、

調整、それから需要見通し、こういうものをしっかりしていかなければならないなというふうに考

えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今のお話ですと、施設の建設についても慎重にいくという理解でよろしいですね。 

そうは言いつつも、この９０床のところからすると非常にお待ちになっていて、４、５の重篤化

された方が待っていると。そこはもう建設をしていかなきゃならないということを百も承知の上で、

敢えてお聞きをしてるというところで、ご理解をいただきたいと思います。 

それからショートステイの短期入所でありますけれども、ここの中で、現在、ショートステイと

いうふうに言われているような、もともとその施設が持ってるそのものの機能で稼働されているの

かどうか。もしそこら辺をわかったら、教えていただきたいんですが、飛び込みの人ですよね、こ

ういう人も影響を受ける。 

それは、つまりショートステイと言いながらもロングステイみたいなのものがあるとすれば、や

っぱりそこは問題なんじゃないかというふうに考えますので、その点についてお伺いをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えします。 

ショートステイの利用でございますが、ショートステイの利用できる日数というのは認定機関に
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よって、あと要介護度によって決まってまいります。しかしながら、在宅でなかなか介護ができな

いという方の場合、引き続きショートステイを利用するということは、実態としてあるというふう

に聞いております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

短期入所施設も、やっぱり同じだろうと思うんですね。今言われたように、９０床というのが目

の前に出てくると、これは２６年ということできてるわけでありますけども、それまでのつなぎと

して、やっぱりこういう施設のところを利用して、何とか在宅でやっているというのが、私は現実

ではないかというふうに思うんですよね。 

そういう点からすると糸魚川の中、全体を見たときに今みたいなショート、あるいは短期入所施

設、いわゆる長期間の常態化をされた、こういう状態ですと、介護保険料に影響が出てくるのか、

こないのか。そこら辺のところをお調べでしたら、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

介護保険のサービスを使う日数がふえるということになりますので、介護保険料への影響はある

というふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

どのくらいというのは、なかなか計算は難しいんだろうと思いますが、それぞれ１カ月スパンで

ということになりますと、定額ということにもなってくるのかもしれません。居宅ということにな

りますと、それぞれ切れたところでの計算になりますので、そういった面でも違ってくるんではな

いかというふうに思います。これは糸魚川市の全体の事情もあるわけでありますので、そこら辺の

ところは、次の段階でどうするのかというところで、お願いをしたいと思います。 

それから次の項でありますが、特養、あるいは老健というのは、活用は考えていないということ

でありましたけれども、この第５期の計画の中の特養の９０床、これについてでありますが、現時

点で、もう確定ということで理解してよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 
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お答えいたします。 

現段階で特養の増床の希望がありますのは、今の段階では、おおさわの里でございます。おおさ

わの里が４０床です。それで、それにつきましては、今、隣にあります国保診療所の建設の絡みも

ありますので、このおおさわの里の増床が、どの時期になるかということは、今のところは未定で

ございます。ほかのところからの希望は、今のところはないというふうに思っております。希望は

ありません。 

すみません。整備については検討中でございます。申しわけありません。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

４０、これは実際は３２という話でありますけれども、そうしますと、もう１つの５０床のほう

の、これはもう全く話はないということですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

先般、法人のほうへ用事に行きまして、今後の整備計画等の話をしましたら、なかなかいろんな

条件がありまして、少し今期内の中では、難しいんじゃないかというようなニュアンスで話をされ

ておりました。 

ですが全くやめたという方向ではなかったですので、ただ、市の介護保険、５期の計画の中での

整備では、非常に介護保険料が上がって、これ以上整備をすると、いろんな形の支障があるからと

いうことでのお話をする中での話でしたので、法人として最終的なものは、もう少しかかるんだろ

うと思っているんですが、この期内では、難しいんじゃないかというのが意向でした。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

事情があったということで理解をいたします。これは期待度が非常に高かったということでもあ

りますので、ぜひともそこは進めていただければというふうに思いますが、介護料金の問題からす

ると、難しいというような感じもいたします。 

次に移りますが、特養ホーム、この糸魚川市にあって、各地区、大体おおむねバランスよく配置

をされているというふうに思います。今後、さらに重篤化が進んでいくものと考えられますけれど

も、今までのように大きく集めて、効率よく介護をしていく形態。この形態ですね、在宅ケアを基

本にして据えていくことが、方向がそういうふうに変わってきたわけでありますが、果たして今み

たいに大量に、１カ所にという介護の仕方が正しい方向なのかということは、判断の迷うところで

ありますけれども、在宅重視で将来を検討するとすれば、地域分散型、あるいはサテライト型で、
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そういう介護施設の方向を目指すことも、考えてみる必要があるんではないかというふうにも思い

ます。見解をお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

ただいま議員さんがおっしゃるとおりだと思っております。いわゆる大きな施設を１カ所に集め

てやるということは、もうかなり厳しい状況であるというふうに思っております。 

今後、在宅の場合、いわゆるデイサービス、ショートステイ、それから訪問介護・看護、そうい

った面を充実するために、やっぱり距離的に近いところになければならないというふうに思ってお

りますので、方向としては、その方向になると思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今、お答えをいただいたところもあります。 

もう１つの懸念する理由として、特養施設、既に３０年が経過をしたという施設があるんですよ

ね。建てかえ時期を、やがて迎えるということであります。建てかえには、非常に多額の資金がか

かるということもあります。今度新しい施設は、１部屋で何人ということは、もうできないんです

ね。１部屋１人、そういう介護のスタイルにもう変わってきてるわけです。そうしますと土地の問

題、もっと広げる、あるいはもうそう広がらないんであれば、２階、３階と上へもう上げていくこ

としかできないわけですよね。そういうことになると、大型の特養施設、抱えてる問題点が非常に

多いんではないかというふうに思います。この種のことを把握していらっしゃいますか、お聞きを

したいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

最初にできた特別養護老人ホームは、かなり年数がたっておりますので、数年前から建てかえ時

期のこと、あるいは場所のことを法人との連絡の中では調整しております。 

ただ、それ以上にいろんな需要がありまして、近接の場所にまた違った施設をつくったような形

になっておりますが、いずれにしましても、法人とすれば、あの施設になじんだ場所というものを

視野に入れながら、やっぱり詰めていきたいというような意向でしたが、ある程度の時期には早く

絞っていただいて、やっぱり多くの方が入所しとるわけですので、そういう方に不安を与えないよ

うに、また計画をしっかりできるように、また相談等に乗っていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 
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〇８番（古川 昇君） 

引き続いての連携、そこのところはきっちりとお願いをしたいと思います。 

既に地域密着型の特養ですね、これは２つ、５８だと思いますが、２カ所整備をされております。

今後は地域の中心、そこを拠点として小規模多機能居宅介護や、あるいは複合型サービス、これは

包括ケアということでありますが、生活圏域ごとのニーズに対応しながら、身近な介護拠点として

いく考えを持っての今回の整備の中身、あるいは整備しようとしている中身なのかどうか、この点

だけお伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

先ほど議員のおっしゃられましたとおり、今、小規模多機能が整備されていますのは、糸魚川地

域だけでございます。また、身近なところでといいますと、青海地域、能生地域にも必要ではない

かというところで、整備計画をさせていただきました。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

地域のバランスをもってということで理解をいたします。 

次の実情と、さらなる施設拡充ということなんでありますけども、これをお聞きしたいんですが、

地域の実態についてであります。 

地域密着型介護運営推進会議、こういうのもあると思います。これが２カ月に一度のペースで開

かれているんだろうと思いますが、実際に介護施設を利用しているこれは家族の皆さんですよね、

それと近隣の住民の方々、区長さん、あるいは民生委員さん、包括職員の皆さん、それから学校、

保育園など、そういう時々に声をかけて、一堂に会して話し合いが行われているというふうに、こ

の会議ですよね、定義をされて、実際やっておられるんだろうと思います。 

家族の認識、あるいは地域でかかわる人たちとの理解と支援ですね、あるいはボランティアの

方々、老いて介護が必要となることへの理解、認知症が病気という知識の普及と認識を深める、こ

ういう意味でも、この会議は私は非常に大事なんではないかと思います。施設側の運営方針もそこ

で話し合われて、地域とのそういう理解を深めていくという会議と理解をしておりますけれども、

この推進会議をどのように行政側はとらえていらっしゃるのか、お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 
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推進会議、運営会議につきましては、二、三カ月に一度、各事業所のほうから、この会議があり

ますのでというところで出席の依頼をいただいております。こちらのほうの介護保険の係のほうで

職員が出向いて、会議に出席させていただいておりますが、今の段階では、まだ始まったばかりで

すので、現状を確認しながらというところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

市のホームページを見ますと、２２年、２３年、各６回ずつ、それぞれのところが載っておりま

す。ことしになって、２４年度になって、９月までになるわけですが、更新をされていないんです

よね。もうおやりになったというのは、それは既定路線なんだろうとは思いますけれども、ここの

ところをホームページに載せない。あるいは過去のやつを見てみると、行政の方々が出席をしてい

ないという会議も結構見受けられるんですよね。ですから、ここのところ更新をしていない、ある

いは出席をしてないという、それぞれの理由ですよね、それがおわかりでしたらお聞かせいただき

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

職員の出席につきましては、できるだけ開催通知をいただきました折には、都合をつけて出席す

るようにいたしておりますが、なかなかほかの事業との兼ね合いもあり出席できない場合もありま

す。 

また、ホームページの掲載につきましては滞っておるというところで、こちらのほうのミスでご

ざいます。載せるようにさせていただきます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

この会議は非常に大事というふうにとらえていらっしゃるということであれば、本当の問題点は、

ここのところで話し合われているかもしれないんですよね。出席すれば、やっぱりそこで問題をつ

かむことかできる。そういう意味では積極的に、そういうところに出ていってほしいというふうに

思います。 

もう１つ懸念される問題がありまして、雇用問題であります。先ほど、私、少し言いましたけれ

ども、施設をつくっていくのはいいんですが、今の状況の中で非常に雇用問題が大きくなってきて

いるというお話を聞きます。きのうのクレイドルさんでしたかね、あそこの中で、夏期のところで
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おやめになったというような話もお聞きしましたので、雇用問題、行政側でどのようにつかんでい

らっしゃいますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

糸魚川市の雇用の中では、福祉的な事業でいろんな方が働いていただくということでの大変、そ

ういう場としては数年なってきたわけですが、ここしばらく施設が充実したことから、雇用が多少

いろんなところへシフトしたり、全体量が不足したというのはお聞きをしております。 

そんなことから、それぞれの法人とすれば、自分のところで職員養成をしたり、いろんな手だて

をしながら職員を確保してるというのが実態かと思ってますが、市でどういう応援ができるのか、

あるいは何かできるのかというのは、また法人等とも話をしたり、福祉全体の産業の中でどうする

かということは、一工夫が要る時期に入っているのかなという感じでとらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今言われるとおりでありまして、ただ、上越ではテクノセンター、ここがヘルパーの養成講座を

やっている、それで成果を上げているというふうにもお聞きをしております。そういったところの

取り組みですよね、行政側としては働きかける必要があるんではないかと思いますが、担当の見解

を伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

８月に求人説明会をヒスイ王国館でさせていただきました。そのときにもテクノスクールの短期

のホームページの受講を受けた生徒の皆さんが、何人も求人説明会に出席されたという状況はお聞

きしておりますし、私どものほうも、その求人説明会に出て、直接会話をさせていただいておりま

す。 

以上であります。 

○議長（古畑浩一君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午後１時５０分 休憩〉 

 

〈午後１時５０分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 
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休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

ヘルパーの養成につきましては何年か前に、糸魚川市の事業所でやる養成講座に補助金を出した

という実績がございますので、今後、どのように介護職員をふやす方法があるのかというところに

ついては、検討してまいりたいと思います。 

それと先ほど、私、回答した中で、小規模多機能の施設、糸魚川に１カ所しかないというふうに

回答させていただきましたが、寺町と須沢にありましたので、訂正させていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（古畑浩一君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午後１時５１分 休憩〉 

 

〈午後１時５２分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

申しわけありません。 

寺町と須沢、それぞれ１カ所ずつで２カ所でございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

糸魚川の介護認定率でありますが、これは推移を見ますと、平成１８年から２３年までのところ

を見ています。それまではずっと上がってきているんでありますけれども、ここのところ安定はし

てるんですよね、２３年まで。この後、６年にかけては少し上がるというふうな予測をしてるわけ

でありますが、今の県、あるいは国よりも高いことは間違いないんでありますけれども、この事実

ですね。 

今までいろんなこと、１次、２次、ここのところを福祉事務所の方々が一生懸命やってこられた、

あるいは健康増進でも一生懸命やってきた。こういうことが効果としてあらわれているというふう

に見ていらっしゃるのか、その点についてお伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

目に見えて効果が出ているかと言われれば、なかなか目に見えてはいないと思いますが、今後

５年後、１０年後には、効果が出るというふうに期待しているところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

健康増進課はどうでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

岩﨑健康増進課長。 〔健康増進課長 岩﨑良之君登壇〕 

○健康増進課長（岩﨑良之君） 

効果の面ですが、なかなかこちらも数字的なものは今把握してるところは少ないんですが、例え

ば国保税の療養給付費につきましては、平成２３年度は前年度より約５,０００万円ほど下がって

いるところもございます。それはただ、今後も見ていかなきゃ、たまたま何かかもしれませんし、

インフルエンザとか、そういうものもあるかもしれません。そのような数字が今ございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

傾向として、そういうふうに出てるということであります。データをきちっと調べて、またこち

らのほうに示していただければと思います。 

この認定率でありますけれども、青海、能生、糸魚川に分けたときに、青海が非常に低いわけで

すよね、５１８。これは２３年の４月現在ということでありますが、それをもって１９.６ぐらい、

一緒にしてずっと推移をしてるわけです。そういうところは、なぜなんだというようなところも含

めて、また皆さんのところで業務を進めてほしいというふうに思います。 

今まで幾つか確認をさせていただきましたけれども、施設に関して市民の中には、まだまだ介護

イコール施設というような考え方が、私は強いんではないかというふうにも思います。これは背景

ということなどで、やっぱり将来、家族に面倒をかけたくないというのが恐らく背景にあって、こ

ういうものが出てきてるんだろうというふうに思います。 

介護保険料が上がれば上がるほど、この傾向は恐らく強くなるというふうにも思います。介護の

基本は在宅介護を中心に据えていることは、もうはっきりしているわけです。市民に十分に理解さ

れていないんではないかというふうにも思うんですね。 
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状況としては、ひとり暮らし、二人暮らしの増加、家族介護は介護離職を生むような深刻な事態

も出てきてるわけであります。そういうことでケアシステム、これを推進していこう、あるいは巡

回複合サービスをやっていこうということでありますけれども、市民の中に、こういうふうな共通

理解がやっぱり成立していなければ、これも私は続けていけないというふうに思います。この点に

ついて、市長のお考えを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

全くそのとおりでございまして、我々はいろんな要望を受けて、いろいろ行っとるわけでありま

すが、やはりそれについても、しっかりとした市民の合意形成がなされない中においては、やはり

違った方向にいく部分がございますので、皆様方とともに、しっかりとした意見調整はしなくちゃ

いけないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

認知症の問題であります。 

これは今３００万人を超えたという数値が出ております。この３００万人は厚労省の統計では、

２０２０年ぐらいに３００万人に到達するんではないかというふうに言われておりましたが、もう

現時点で到達して、はるかに超えたというような状況であります。 

何といっても認知症の重点施策というのは早期発見、これにもうまさるものは恐らくないという

ふうに思います。糸魚川市にあって、これにつながるような施策を今やっているのはたくさんある

んだろうと思いますが、特に進めている施策があれば、お聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

高齢の方の在宅生活を守るために地域包括支援センターがございます。地区ごとに５つの地域包

括支援センターがございますが、そこのセンターが中心になりまして、在宅の高齢者の生活支援を

しているのが役割でございます。 

また、当市といたしましても、高齢者の見守り支援ネットワーク事業というものを今年度から立

ち上げることにしております。その中で、地域の中で高齢者の方のさりげない見守りをしていただ

きたい、１人の目ではなく何人かの方の目で、その方を見守りしていただきたいという事業でござ

いますが、その中で、この方がちょっとふだんと違うなとか、また、いろんな行動がほかの人とち

ょっと違うなというところで、早く気づいていただけるような、そういう事業展開をしていきたい
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というふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

この認知症に関することで６月１８日ですね、厚労省はある施策を発表いたしました。対策の柱

は、今言われたような在宅ケアを基本としながら、地域介護の中核拠点である地域包括支援センタ

ー、全国に４,２００あるんだそうでありますが、その中に認知症初期集中支援チーム、こういう

ものをつくっていこうというので、恐らくこれは来年だろうというふうには言われておりますが、

看護師さん、保健師さん、作業療法士さんが本人の家族に生活状況を聞いて、症状の進行の見通し

や説明、あるいは生活全般の助言をしていくチームをつくっていくんだ。そういうところで認知症

対策を打っていくというふうに具体的に出されているわけでありますけど、実現の見通しですよね、

これわかったら教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

なかなか難しい問題だというふうに思っております。 

また、地域包括支援センターの職員につきましては、保健師、社会福祉士もいらっしゃいますの

で、その中でチームをつくってやることは、可能ではないかというふうには考えていますが、当市

におきましては高齢の方がたくさんいらっしゃいますので、どこまでやれるか。できるところから

というふうに思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

少しつけ加えさせていただいて、お答えさせていただきます。 

ことしから老人クラブの支援をさせていただいております。それについて、今言ったような認知

症の対策にもつながるということで、やはり一番身近な組織が、それをきちっとしていただくのが

一番だろうということで、老人クラブへ入っていただくことによって、会話の機会、交流の機会、

情報交換ができるわけでありますので、そういった方向にもっていきたいと思っておりまして、新

たなものをつくるまで、いろいろまた制度についても時間がかかるわけでありますので、ある制度

を生かしていきたいということで、まだまだあれば老人クラブの機能の拡充に努めていきたいな、

また、支援の拡充に努めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

この支援チームでありますけれども、在宅で介護をなさっている方、この方からもそういう話を

もう既にお聞きをしております。非常に期待してると、この制度に。 

というのは、こういうチームがあって相談されて、どういうふうにすればいいんだということが、

もう即座にわかると。こういう支援チームができるんであれば、期待するという声も大きいわけで

ありますので、ぜひともここのところはお願いしたいというふうに思います。 

それから、次の学校図書館の行政のかかわりについてに移ります。 

これ新学校図書５カ年計画、これスタートしてわかったということでありますが、予算が入った

ということでありますが、明記をされていないというのが、これがみそでありまして、これは要求

はしなかったということでよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今のご質問、歳入と歳出のことの両方があるわけですけども、私のほうから歳入の部分について

申し上げますと、議員ご質問の制度につきましては、平成１４年度から国の制度として交付税措置

がされてきて１１年目を迎えております。 

歳入でいきますと普通交付税になりますけれども、交付税の中に個々に学校図書館整備というよ

うな形での部分はありませんけども、２０年度から新聞とか、学校図書館職員のいわゆる基準が新

たにつけ加わりまして、まだ詳細は示されていないとこでありますけども、交付税全体では２４年

度で約１,１００万円程度というふうに見込んでおります。 

○議長（古畑浩一君） 

今、予算を要求しなかったかっていう質問だね、それに対して答弁するように。 

教育委員会でしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈教育次長。 〔教育次長 伊奈 晃君登壇〕 

○教育次長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

これは普通交付税に算入、今、企画財政課長から答弁がありました。 

教育委員会としましては、各学校に毎年の図書の整備の要求額をお聞きしまして、それをまとめ

まして財政のほうへ予算要求はしております。大体通年ベースで、小学校では４００万円程度、そ

れから中学校では１００万円から２００万円の間でございます。 

教育長答弁でございましたが、国の基準よりも全ての学校で、その整備率といいますか、クリア

しとるということでございますが、ただ、図書は新鮮な図書を毎年購入していく必要がございます

ので、今後とも必要に応じて予算措置をお願いしていくということでございます。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

予算についてはわかりました。 

ただし、この送られてくると言うたらおかしいですけど、この中には先ほど私が言いましたよう

に図書、新聞、それから職員、この３つの内容が入ってるわけですよね。そうしますと、ことしか

ら糸魚川中学校の司書の方がいなくなったというふうにもお聞きしておりますけれども、そうする

と学校の中で、誰がその役目を担っているのか、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

それぞれの学校では、図書館担当の教員が配置されております。これは学級担任、教科担任等を

しながら、図書館業務も行うということでありますが、図書館に限らず、他の学校のいろんな諸業

務についても役割分担をしながら、校務分掌という位置づけの中で、それぞれが役割を担って学校

を動かしているという実情でございます。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

そうしますと、その職員がもし専任でいらっしゃったとすれば、そこは大変助かったり、それは

重要なポジションだとわかっていて、中に入っているのもわかっていて、要求をしなかったという

ことになるわけですよね。そこのところをもう１回お聞かせください、交付金の中に入ってるとい

うこと。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

２４年度予算については、なかなかうまくいかなかったというところでございます。 

今後につきましては、新たに２４年度から５カ年計画がスタートしておりますので、それを踏ま

えながら年次計画的に検討をしてまいりたいなと、こんなふうに思っていますし、学校の教員が子

どもと向き合う時間を確保するということを前提にして考えてまいりたいと、そんなふうに思って

おります。 
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以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

全国的に出してる予算は、相当高額なものが出ておるはずですよね。それを５年間ずっと続ける。

１,０００億円ぐらいの、それは図書ということでありますが、それは担当の職員さんの予算もつ

けて、何時間分ぐらいというのもつけてやってきて、糸魚川にどれぐらい来てるかわかりませんが、

そういうものもぜひあわせて、この次からやっていっていただきたい。 

今の現場の先生ですよね、これらの実態はどうなっているのか、もう１回お聞かせいただきたい

と思います。本当にそこが回し切れるのかどうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

議員ご指摘のように回し切れるかと言われれば、学校現場は相当厳しいものがございます。これ

は図書に限らず、それぞれの校務分掌を持ちながら学級経営もするわけでありますので、その点に

ついては、そう簡単ではないというとらえ方はしています。していますが、それぞれの学校で業務

の精選をしながら、子どもと向き合う時間を確保するべく取り組んでまいっておりますので、それ

については、これからも精選しながら、子どもと向き合う時間を確保しながら取り組んでまいりた

いというふうに考えています。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

特に、ここに力を入れているのは、先ほど申し上げましたが、生きる力を育むということなんで

すよね。生きる力を育むんであれば、そこの知の財産としてあるのが、学校図書館じゃないかとい

うことなんです。そこのところをやっぱり授業に活用して、後々そういうものにつながっていくよ

うなことを進めてほしいということなんでありますが、糸魚川ではどんな感じでやろうとしている

のか、もう１回お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

図書の利用につきましては、子どもたちが本を読みながら、これは文字を読むわけでございます
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ので、文字を読みながら頭の中で想像力を働かせて、そしてそこに自分を投影させながら間接経験

を広げていく。その中で心を豊かにしながら、または心を磨きながら、人間形成をしていくという

効果があろうかと思いますし、文字になれるという面では、直接学力に関係するというふうなとら

え方をしております。 

学校では本を読む時間、朝学習とか国語の時間の中に特設をして、図書を活用している学校もあ

りますし、黙って黙読で本を読むというような取り組みをしている学校もあるというふうに承知し

ております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

なかなか先生が大変だということは言いづらいのかもしれませんけれども、７月１５日の新聞に、

これは載っていたわけでありますが、東京都の荒川区で取り組みをもう始めていると。授業の中で

取り組んで、調べること、考えることを重点に授業をする独自の取り組みをやってる。 

それは区から支援をするということが前提なんですね。そうしてやってるということなんですけ

ど、行政側から今の状況をお聞きになって、支援策があるかないか、何とか手を差し伸べてほしい

と思うんですが、お考えを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈教育次長。 〔教育次長 伊奈 晃君登壇〕 

○教育次長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

人的な配置になると思われますが、その辺は今後また財政、学校とも協議する中で、そのような

方向にいけたらというふうに考えておりますので、検討してまいりたいと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

この問題、今までもずっとやってこられた、あるいは対策をとってこられた問題だろうというふ

うに思います。改めてということではないと思うんでありますけれども、今の現状を現場の先生と

十分に話をした上で、どういった方向で支援したらいいのかというところを、すり合わせていって

ほしいというふうに思います。それでさらに国語力の増加だとか、それがやがて後に生きる力につ

ながっていけば、一番いい教育ができるんではないかというふうにも思います。そういう点で、ぜ

ひとも皆さんにお願いをして、私の一般質問を終わりたいと思います。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、古川議員の質問が終了いたしました。 
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暫時休憩いたします。 

再開を２時２５分といたします。 

 

〈午後２時１２分 休憩〉 

 

〈午後２時２５分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、吉岡静夫議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 〔１５番 吉岡静夫君登壇〕 

○１５番（吉岡静夫君） 

吉岡であります。 

通告書に基づいて質問させていただきます。 

１、柵口温泉センター。 

「柵口温泉センター」は、その出発点からして、「市民の健康保持・福祉向上施設」と位置づけ

られ、地域住民の暮らしに密着した施設として成り立ってきました。そして、昨今では、地域活性

化はもちろん、地域格差を足元から是正する施設としても多くの住民・市民から評価されておりま

す。 

ところが、まさに突然ともいえる「柵口温泉センター廃止」の新聞報道。このことについてはこ

れまでも取り上げ続けてきたところでありますが、このことが地域住民はもちろん、多くの市民に

衝撃を与えたことはご承知のとおりであります。 

一方、市では、廃止ではなく「権現荘」のリニューアルとあわせての一体化のなかで対応すると

いう動き、さらにはこのことと関連して「指定管理者制度」をといった動きもあります。 

そこで、お伺いします。 

(1) 冒頭でも触れさせてもらいましたが、もともと「柵口温泉センター」は「権現荘」とはそ

の目的や利用形態からして異質であります。 

  「温泉センター」は地域住民・市民がいわば普段着や野良着を誰に気兼ねすることなく気

軽に出入りし、「また、あしたもね。」と言い合えるような施設。一方、「権現荘」は、ど

ちらかというと「少しは格好に気をつけて」という雰囲気のなかで出入りする対外的な誘客

や観光リゾート宣伝の一面に位置づけられる施設。これを一緒くたにしての扱いには、どだ

い無理があります。 

(2) 現在、「柵口温泉センター」と「権現荘」は、「柵口温泉事業特別会計」内で対応されて

おります（ほかに「都市交流促進センター」もありますが）が、「柵口温泉センター」はそ

の性格上一般会計化し、健康保持・福祉向上、これも冒頭言いましたけれども、基本的なそ

ういう行政目的に合致させるべきだと考えます。 
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(3) 「柵口温泉センター」の廃止・統合への理由として、老朽化と赤字経営が挙げられており

ます。が、「柵口温泉センター」は築約２０年。最低限の費用で合理的に手を加え、運営す

れば十分施設を目的どおり活かすことが可能です。 

(4) 目的・成り立ち・歴史・利用形態などが違う両施設を混在させての運営には無理がありま

す。もし、指定管理者制度により運営に難点が生じた場合、両施設共倒れという事態もあり

得ます。 

  となると、そういった事態のリスク・損失は単に財政的な面にとどまらず、住民・市民の

健康福祉の拠点としての機能を一挙に失ってしまうことにつながります。 

  さらに、「柵口温泉センター」が果たしてきた「地域格差是正」の拠点としての役割をも

失ってしまうということにもつながってしまいます。 

(5) 今定例会に「柵口温泉センターの存続を求める請願」が出されております。私は、そこに

込められた思いや主張・訴えは至極もっともだと受けとめております。 

以上、分別した５項目に限らず、基本的な姿勢・対応について市長のお考えを伺わせていただき

たいのであります。 

２、旧姫川病院。 

「姫川病院」は、平成１９年（２００７年）６月、約２０年の歴史の幕を閉じました。突然でし

た、まさに。当時の動き、さらにその後の動きを含めて、入院・通院患者はもちろん、出資者・病

院債権者にとっても、また広く市民にとっても、まさに大変な出来事でありました。 

あれから５年経ちました。が、残念ながら事態はほとんど動いておりません。少なくとも好転と

いうかたちにはなっていないというのが実態ではないでしょうか。 

そこで、伺います。 

(1) たしかに姫川病院は公立でも公営でもありません。しかし、「市民」という側で見たとき、

患者・利用者・関係者としてはもちろん、出資・病院債関係者としても多くの市民が、いわ

ば公的な役割を期待する空気のなかで参加・協力、関わってきました。市としての長年月に

わたっての補助金注ぎ込みも、まさに市民の健康・福祉に役立つものという位置づけがあっ

てのものでした。 

  ということで、市として「姫川病院」についてはより前向きで積極的な対応・取り組みを

すべきものと考えます。いかがでしょうか。 

(2) 債権者に関わる問題については、現在裁判継続中であります。その後どのような動きがあ

り、これに市としてはどう関わっていますか、関わっていこうとしていますか。 

(3) 建物利用・再生については、近隣各市にもそれなりのモデルケース的な動きもあります。

当姫川病院の場合、何らかの動きがあるものですか。 

  また、市としてどう関わっていますか、関わっていこうとしていますか。 

(4) 土地対応については、地主側にとっては「地代がまったく入らないのに固定資産税は満額

納めなければならない、かといって処分もできない。」という状態がいまだに続いておりま

す。 

  開設当初の「市民のために、市のために」の空気のなか、協力し、関わったという思いが

あるだけに到底耐えられる話ではないと考えます。その後どのような対応・展開がありまし
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たか、なされようとしていますか。 

以上、お伺いさせていただきます。 

３、市職員などの長期休暇・心身健康管理の現状・実態対応。 

ひとである以上、心にしろ身体にしろ、それが自発・他発の別が極めて難しいにせよ、ときには

弱さとなり、ときにはその反動のかたちをとって心身に表れることがあろうかと思います。 

それでは当糸魚川市の場合、市職員諸氏の長期休暇の現状はどうなっておりますか。内容をお教

えいただきたい。同時に心身管理面、特に心の面について、どう対応しているか、その内容をお教

えいただきたい。 

４、学校現場などでのいじめの現状・実態対応。 

特に小・中学校でのいじめが大きな社会問題となっております。それでは、当糸魚川市の場合、

現状はどうなっておりますか。具体的な内容を明らかにしていただきたい。同時に原因の究明・対

応など、その内容も明らかにしていただきたい。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

吉岡議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、現在の利用形態は異なっていると認識いたしております。 

２点目につきましては、現在も運営赤字分についても基準内繰り入れといたしておりまして、補

塡をいたしております。一般会計と同様な扱いとなっております。 

３点目につきましては、一定レベルのサービスを提供するにはボイラーの入れかえ等、多額な費

用が必要な状況であります。 

４点目につきましては、指定管理者の運営に問題が生じた場合は、再公募により、新たな指定管

理者を選定することが可能であります。 

５点目につきましては、同一敷地内に、同じ機能を有している施設が２つあり、両方とも施設の

老朽化や赤字運営の状況にあります。権現荘を継続するには、経営改革は避けて通れない状況であ

ると考えております。 

２番目につきましても、これまでも一般質問でお答えしたとおり、その後の動きは特にありませ

ん。 

なお、２点目の組合債の訴訟の件につきましては、市が特段対応することは考えておりません。 

３番目、職員の長期休暇につきましては、３０日以上の療養休暇を取得した職員は、２３年度実

績で１５人、うちメンタルが９人となっております。 

職員の心身健康管理につきましては、職員自身及び管理監督者向けのメンタルヘルス研修会の開

催、精神科の健康管理医との連携対応により、職場復帰のための支援を行っております。 

４番目のいじめの現状、実態のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、

よろしくお願いいたします。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長から答弁
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いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

吉岡議員のご質問にお答えいたします。 

４番目につきましては、２３年度の市内小中学校のいじめの認知件数は１９件でありました。 

主ないじめの内容は、冷やかし、からかい、無視、嫌なことをされるなどであります。 

学校ではいじめを発見次第、市教委に報告するとともに、校内いじめ対策委員会を開催し、全校

体制で早期解決に向けて対応しております。内容によっては、児童相談所などの関係機関との連携

を図って取り組んでおります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

今回、質問通告書の順で一応お伺いさせていただきたいと思っております。 

若干この大きな１、柵口温泉の５項目がありますけども、あちこちそこの中でいっとるかもしれ

ません。一応確認の意味も込めてお聞きします。 

柵口温泉センター、これは２３年度でも結構なんですけれども、利用者、つまり風呂へ入っとる

人、こういう人たちの数というのは、私の調べたところでは２万人ちょっと、それから権現荘のほ

うは、これは宿泊でありますけれども、約１万１,０００人ちょっととなっておりますが、これで

間違いありませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

久保田能生事務所長。 〔能生事務所長 久保田幸利君登壇〕 

○能生事務所長（久保田幸利君） 

お答えいたします。 

柵口温泉センター、２３年度の利用実績ということになりますけれども、地元であります上能生

地区の方が約１万２,０００人余り、それから、それ以外の方が１万９,０００人の約２万

１,０００人ということであります。それから権現荘につきましても、今、議員さんが言われた数

字でありまして、 

○１５番（吉岡静夫君） 

議長、ちょっと休憩をお願いします。 

○議長（古畑浩一君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午後２時３８分 休憩〉 



 

－ 362 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

 

〈午後２時３８分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

○能生事務所長（久保田幸利君） 

今、温泉センターの利用者が、上能生地区が１,２００人余り、それ以外が１万９,０００人余り

の全体で２万１,０００人余りであります。 

それから権現荘につきましては、議員仰せのとおり日帰りで３万１,０００人余り、それから宿

泊で約１万１,０００人余りという状況であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

つまり温泉センターのほうは約２万人で、これはいろいろ集計の仕方もあるから上能生地区、利

用料の関係もありますから１,２００人、一方、上能生を除くそれ以外は１万９,０００人というこ

とであります。これはほとんどが市民ですよね。 

それともう１つ権現荘、これ対比して言うと県内で約３,９００人、それから県外で７,３００人、

約１万１,０００人くらい。これは私の聞いておるところ、調べておるとこによると、これはほと

んど今度は逆に市外で利用されておると、こういうことですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

久保田能生事務所長。 〔能生事務所長 久保田幸利君登壇〕 

○能生事務所長（久保田幸利君） 

お答えします。 

今、議員さんが言いましたように、温泉センターにつきましては地元の利用者の方が主でありま

すし、権現荘につきましては、県内・県外、市内以外の方が主な利用客であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

１０日も、たしか渡辺議員の質疑応答の中で、この権現荘については、これは柵口温泉センター

ではなくて権現荘、対比するような形で市外の力を、あるいは外部へ窓を開くといいましょうか、

そんなような言い方で説明があったような気がするんだけども、いわゆる柵口じゃなくて権現荘の

位置づけというか性格づけ、これでいいよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

久保田能生事務所長。 〔能生事務所長 久保田幸利君登壇〕 
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○能生事務所長（久保田幸利君） 

今の件につきましては、最初に市長がお答えしましたように、利用形態としては違ってるという

ふうに考えています。ですから地元の利用者の方、温泉センターにつきましては。権現荘につきま

しては先ほど言いましたけども、県外の利用者の方といいましょうか地域外の利用者の方が、主な

利用であるというふうに認識しております。 

 

 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

冒頭にもるる述べましたけれども、改めて言わせてもらいますが、私はこの柵口の温泉センター

に限らず、いわゆる健康福祉にかかわる公の施設のあり方、これからの対応をどうすべきかという、

そういう視点、観点から取り上げさせていただいておるわけであります。 

そこで、先ほども中村 実議員が取り上げられましたけれども、この柵口の温泉センターを利用

しておられる方々というのは、ある意味では危機感といいましょうか、あれだけ親しんできた、し

かも地域格差の是正ということが結構合併後、まだ言われとるわけでありますけれども、そういう

中で、おら、ええものがあるんだということで、これは地域の人方ばっかりじゃなくて、市民全体

のものとなってきとるわけですけれども、そういった利用者が、残したいがためにという言い方は

どうでしょうか、非常に努力をしておられます。 

例えば行ってみても、扇風機１つも小まめに消したり、誰もおらんときは消したり、そういうこ

とまで気を使っておられます。私も同じく、そういうことをやっております。ついつい、ああいう

風呂場だったら、つけっぱなしにしとくもんだけども、そうじゃない。そこまで気を遣っておりま

す。 

あるいは、いろんな方のご意見をお聞きしますと、例えばもうちょっと何か工夫してやりゃ、ど

ういうもんだいねということも言うとる。１つの例として言えば、誕生月のときに、そのときはた

だにするとか、例えば９月生まれの人ならば、９月に行きゃただになるとか、あるいは、いずれに

しても高齢者、あるいは介護保険の節約というか、保険事業会計いろいろ絡んでくるわけだから。

そういうお年寄りだけじゃなくて、例えばお年寄りでいえば６５歳ですか、６５歳はあんまり若過

ぎれば７０歳でもいいけど、そういう人になったら何か、そのときは何とか月間でもつくってやる

とか、そういうような結構いろんなことを皆さん言っておられるわけで、そうやってお客さんが入

れば、せっかくのおらの場所なんだからと、こういうことを言う人が非常におられるわけでありま

すけれども、そういう意味では、努力はしておられることは認めます。 

何ですか、行けば１０回判こを押すと、１回ただになるとかということを今やっておりますけれ

ども、それはそれで結構なんだけど、そういうもうちょっと広げてやる、そういうことをやれない

かと。さっきの中村議員ではありませんけれども、残すために一生懸命、その利用者が努力してお

る、これ非常に大変涙ぐましい努力までしておるわけです。その辺、どうお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

久保田能生事務所長。 〔能生事務所長 久保田幸利君登壇〕 

○能生事務所長（久保田幸利君） 

先ほど中村議員さんからも、温泉センターは健康づくりの一面を持っているんじゃないかという

お話がありました。私らのほうとしましても、その機能を持っているという認識では、同じ認識で

あるというふうに思います。その点につきましては、最初に吉岡議員さんのほうからのご質問にも、

利用形態が違うという認識を持っているというご答弁をさせてもらったつもりであります。 

ただ、同じ柵口の権現荘の敷地の中に同じ施設といいますか、入浴機能が２つあるという部分に

おいて、権現荘の経営改革に向けては、やはり一本化といいますか、機能を充実する中での対応を

していかなきゃ難しいんじゃないかというふうに認識しております。 

いろんな提案をいただいたことについて、なかなか実現できなかった部分については、私らのほ

うの努力の不足があったかということはお認めして、おわびしなけりゃならんかもしれませんけど

も、そのような形の考え方の中で、今後も対応させていただきたいというふうに思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

丁寧な答弁であります。努力しておられることも認めますけれども、ただ、今、中段のところで、

同じ敷地内でとか、そういうことを言われましたけれども、もともとこの２つの施設というのは、

目的、用途、それはできたときは若干違うかもしらんけれども、今、約２０年ぐらいの歴史の中で、

違うということは皆さんも十分お認めのわけで、今、市長の答弁もそうだったけれども。 

そういう施設を、やっぱり私のこの中でも何回か同じことを言っておりますけれども、特にこの

３番目、４番目、特に４番目ですね、ここでそのおそれということで、失ってしまうことにつなが

るとか、そういうような言い方をしておりますけれども、そういうものを考える。だから性格が違

うわけなんだけから、やはりこれを一緒にしてしまって、さあ、片一方は、いわば対外的な、私の

質問の冒頭でも触れましたけれど、対外的なものがあるのに、片一方は、対外・対内って大きく分

ければ、そういうものを一緒にしておって、果たしていいんだろうかと。私は長いちょっと先の話

を考えるとむしろこれは、しかも親しまれ、みんな喜んでおるんだから、それはそれで存続するの

が筋ではないかというふうに私は考えるんであります。 

そして指定管理者制度、これに触れ出したらきりがないんですけども、問題といいましょうか、

触れさせてもらいたいんだけれども、これは総務省のほうから、この指定管理者制度について、こ

れは平成１５年６月に法改正があって、そしてこれだけじゃないんですけれども、総務省の通知と

いうのが大きいのは１５年７月の冒頭ですが、あるいは２２年の１２月にも通知があります。この

中で言っておるのは指定管理者、公の住民の福祉を増進する目的を持って、その利用に供するため

に地方公共団体が設ける施設と、こういうことを２４４条を中心として言っておるわけですが、こ

のことについては総務省のほうの通知の中でも触れておる。 

そしてさらに、これは総務省の通知の中では触れておりませんけれども、もう１つのほうで私は

これ調べてみたんですけれども、このじゃあ公共の施設というのは一体何だと。今申し上げたとお
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り、住民の福祉を増進する目的を持って、その利用に供するために地方公共団体が設ける施設と、

こうなっておって、この指定管理者というものに適用されるということは、これは市民が主たる利

用者である、住民の福祉を直接的に増進することを目的とすることということ。 

これは私、たまたま先輩というか、いろいろ教えてもらっているんですが、横浜は、これをはっ

きりと銘打っております。調べてもらえばわかる。そしてその中で、これらの要件を満たさない、

例えば市の庁舎、これは当たり前の話、事業所、あるいは観光ホテル、こういうものは公の施設で

はないと、ここまで言い切っております、これは横浜のケースです。ということになると果たして、

これが即、私はだから権現荘はだめだと言ってるんじゃない。そういうところも十分考えながら取

り組んでいく時期ではなかろうかということを、ある意味では提言を交えて質問させてもらってお

るんです。この辺いかが考えますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

指定管理者制度につきましては、もうご承知のとおりであろうかと思うわけであります。そうい

う中で、今、権現荘と温泉センターをどうすべきかというところにきとるわけであります。 

いろんな考え方があるわけであります。地元の方々はセンターで、よそから来られる方は権現荘、

そういうような受け入れ体制のところも、今進めてきとる中においては、そういう形になっておる

んですが、しかし、よそのとこでは地元の方々もそうでしょうし、また、よそから来る方々も入る

ような施設もあるわけであります。そういう状況を我々は見ながら、やはり負担が今は厳しい財政

状況の中にあるわけでございますので、そういったところをやはり改善していくということも、私

はやはり行政の今、大きなところに来とるんだろうと思っております。 

その辺をやはり老朽化したときに整備をしながら、また改革をしながら、より地元の方々に愛さ

れ、また、よそからおいでいただく方にも喜んでいただけるような施設に、もっていかなくてはい

けないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

今、市長の言葉でいろいろ述べられました。確かに言葉で言えば、それはそれで私は理解はでき

ないけれども、そういう言い方もありましょう。ただ、私が最初から言ってるように、今回このこ

とにこだわっておるのは、やはりこの柵口温泉センターと権現荘を一緒にして、そして今、市長も

何かいろいろ言いましたけれども、そういうところで、これ対応すべきではないと私は申し上げと

る。 

そして、もう１つの例をちょっと挙げます。これはヤフーであれしたんですけれども、これは今、

全国で、この指定管理者というのは、いわゆる公共サービスの質を高めるとともに、これは私もい

つも勉強してわかるんですが、管理費を低く抑える、この両方をうたっておる。これ両立というの
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は非常に難しいわけです、当然。 

もう１つ、これで言わせてもらいたいのは、指定管理者が辞退したり、事業者が破産するなどの

そういった問題事例も生じておると、こう言っておるんです、これ現状。これはちょっと前の資料

なんですけれども、２００９年の時点で、全国で約７万件あると、導入された。このうち２万件が、

いわゆる民間の導入といいましょうか、いわゆる指定管理者、公募でやる、それでやるんだけれど

も、指定の取り消し、あるいは指定の取りやめ、こういう事例が約２,０００件に上がっておりま

すと、こういう情報であります。 

そうなると、これも十分ある意味で警戒というか、考えておかなきゃならんことではなかろうか

というふうに私は考えるんです。私のきょう取り上げて言わせてもらっておるのは、こういうこと

も含めて、同一の敷地だから一緒にするということ、それはそれで１つの理由でしょう。その辺を

私は申し上げておるんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

確かに指定管理者制度については、今、議員ご指摘のとおりの状況もあるのだろうともとらえて

おります。我々は非常に制度の目まぐるしく変わる対応の中で、今進めておるわけでございまして、

民間がやっても大変、でも、どうしても必要だからということで、行政がやらなくてはいけない部

分もあったわけでありますが、それもやはり厳しいものがあるという中で、第三セクターというも

ののやり方があるわけでありますが、しかし、それすらも今、それは第三セクターのやり方自体も

おかしいじゃないかというような部分も入ってきて、指定管理者制度というものが導入され、しか

し、それも今言われるような問題点もあるわけであります。 

そういう中で、我々は今施設で、いろんな事業をやっとるわけでありますが、そういうものの中

で、いかに我々は効率のいい、そしてやはり住民にとっても、また、地域の活性化にとっても大切

なものを、どうやって運営していくかというとこの中で、今、苦労させていただいてるわけであり

まして、そういう中で、今ある施設をどのように運営していくか、どのように老朽化したときの対

応を進めていかなくてはいけない形の中で、今やらさせていただくわけでございますので、いろん

な事柄がある中で、そういった形はやはりどこかで取り組んだり、どこかで決断をし、判断をしな

くちゃいけないんだろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

市長の思いといいましょうか、主張といいましょうか、それはそれで頭から、おい、おまえ何言

ってるんだと、そういう気持ちは全くありません。それは人それぞれの姿勢というものがあります

から、それはそれでいいんです。 

しかし、私はやはりそれでは、今、具体的な数字も述べたけれども、そういう意味で非常に危惧
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と言っちゃ悪いのかな、そういう気持ちを持っておるもんだから、きょうの冒頭のところで、るる

述べたようなところで取り組んでいくのが、少なくともベスト。今、市長も第三セクターの問題も

出されたけど、ベストじゃなくてもベターに、私のほうが近いと、こう言い切っておきます。 

それから冒頭言いましたけれども、何も柵口温泉センターがどうの、それだけじゃないんです。

時々この一般質問の場でも取り上げられとるいろんな問題がある。特に保健、福祉、あるいは医療、

そういったものにかかわる施設、あるいは運営に関しては、いろいろと問題が私はあると。問題が

あるというのは悪いという意味じゃなくて、だから、こういうときに柵口温泉センターというもの

については、十分慎重に対応していかないと、後々になってということを言わせてもらっておきま

す。 

この問題はこれで。結論が出る問題じゃないということは十分承知しておりますので、その辺は

また逆に市長も特と肝に銘じておかれたいと、こう思います。 

それから１つつけ加えますけども、利用者が２万人ぐらいですかね、さっきから言うと。赤字欠

損というか、今回は約７００万円ぐらい。そうなると、１人当たりのコストというのは３５０円、

簡単に言えば。これは軽々しくは言えないんだけれども、私は非常に市民のためには意味のある、

意義のある金だと思っております。これは十分、市長、尊重してというか、大事にして使ってもら

いたい。というのは、つまり私の言うようなやり方でやってもらいたいということです。それを言

っときます。それから今、時間もこれだけですから、若干後のほうへ。これはこれからの問題でも

あります、柵口は。 

姫川病院で１つお聞きしたい。これも幾ら言っても何か２人で、２人じゃなくて、やったりとっ

たりしてるんで悪いんだけど、きょうは簡単にいきますけれども、実はこの間、固有名詞を挙げち

ゃ悪いんだけども、上越の石田眼科が、いわゆる高齢障害者施設を再生するという形をとっており

ます。これが２５年からですか。 

それからもう１つ、私、前にもちょっと取り上げたんだけれども、これは柏崎で上米山小学校と

いうのがある。これはたしか２１年に廃校になったのかな、これがやはり小規模特別養護老人ホー

ムに転用、活用、こういう事例もあります。たまたまあそこの地区は、糸魚川にもある谷根という

地区で、同じなので私も印象があるんだけど、私も行ってきました。そういうケースもあるのです

が、そういう意味での何か市に動きというか、勉強というか、そういうものはありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今回の９月定例会の中で一般質問の中でも、この高齢者対策の中で施設の対応については、いろ

いろご論議いただいております。非常に慎重にやらなくちゃいけない状況であるわけでございます

し、特に今論議されておる姫川病院の跡地については、まだまだ結論の出てない施設でございます

ので、それを早計にあれにしたい、これにしたいということはありません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

ありませんということは、そういうことを含めて十分考えていこうじゃないかと、こういうふう

に受け取ってよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

恐らく１８０度違うと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

あまりにもつれない返事で後が続かない、そういう返事じゃ困ると言っても。だけど、これはど

う考えても、あの場所というのは非常に皆さんの話題になってるんですよ、近所の人ばっかりじゃ

なくて。まるで化け物屋敷で、そして夏休みなんか、私は実際行ってないんだけども、高校生がち

ょうど肝試しにいい場所だということで、結構そういう変な意味で有名なんですよ。だからそうい

うことも、これはだけどさっきから言ってるように市営じゃない、公営じゃない、公立じゃない、

市立じゃないということになっちゃ、これはもう終わり。 

この間も私が取り上げたけれども、何回も取り上げているけど、地権者だって処分できない。こ

れは本当に、その身になってもらったらわかる。そういうことで私は取り上げとるんで、そうつれ

ない返事をしないで、もうちょっと前向きな対応をしていただきたい。これは答弁あればしていた

だきたいし。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今現状の形態、環境は、議員ご指摘のとおりで、私も毎日見とるわけでございますので、感じて

おるわけであります。 

しかし、その内容たるものや、非常にはっきり誰々のものであって、誰々の所有だってはっきり

しておるんならいいんですが、今いろんな訴訟の中で、はっきりしない部分について、特に公のも

のが入るというのは、非常に逆に難しい状況でないかととらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 
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これも一番の柵口と同じで、これからもいろいろとしつこいようですが続けなければならないと、

こう思っております。 

３番目の市の職員、さっき簡単に１５人と市長は言いましたけれども、その数字とか、それはわ

かりました。じゃあ復帰した後、どういう対応がなされておるか。その辺もし、現状というか教え

てください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

長期休職した後の復帰に当たっては、必要があればリハビリ勤務というような形で、休んだ状態

の中で少しずつならしていくというようなところから始めるというのが、多いのかなというふうに

思っております。 

完全復帰する場合には、基本的にはもともといた職場に戻っていただくという形になりますけれ

ども、年度をまたぐような場合で、ご本人の希望が例えば異動したいというようなことで希望があ

ったような場合には、できるだけ希望に沿うような形で、新しい職場を指定してやるというような

こともあります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

これもなった当人の身に、私、幸いになったことはないんだけども、身になってみれば本当に大

変ですよ、こういう場合は。お聞きすれば１５人と仮定する。そうすると市の職員は、今計算して

みれば大体三十五、六人に１人が、そういう状況。これは変動、動くだろうけども、ということに

もなるわけだ。ある意味で、非常に大勢といえば大勢だし、それが与える周りへのいろんな何てい

いましょうかね、そういうものも考えなきゃならん。 

これはこれ以上、私は突きませんけれども、非常にこれは質問書にも書いたように、人間みんな

弱い、私もいつもそう思ってます。自分自身が弱いから、なおさらこういう問題には十分、市長、

副市長もそっちの人事担当でもあると思うんだけども、留意していただきたい。そうなると弱さが、

ますます弱くなると思いますよ。いろんなことで、余計なことを考える。何でもないときは、そん

なことはまあまあ、おまえ気つけば大丈夫だって、それができないんだとおれは思う。そういうこ

とも含めて言わせていただきました。 

それから、この学校現場のいじめでありますが、学校評価制度というのがある。これがいわゆる

教員評価制度につながって、言ってみりゃ悪い意味で先生方のほうが、そういう中で非常に苦しん

でおられるんじゃないか。児童生徒というのは、そういうところを見てるんじゃないかと思うんだ

けど、その現状というものはどうでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 
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○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えいたします。 

学校評価は年度当初に教育活動の目標を設定して、そして年間の中で、ＰＤＣＡサイクルの中で

達成をしながら、その目標に迫り、成就感を味わっていくと。成就感を味わうのは子どもであり、

教師であり、学校全体であり、ましてや保護者、地域というふうになろうかというふうに思うわけ

でございます。目標を持って、そこに向き合うことが１つの意欲につながるというふうにも思いま

す。 

ただ、行き過ぎたものになった場合、現状では私のところでは行き過ぎているものはないという

ふうに把握していますが、過度になった場合には窮屈になることがあって、それが問題になってく

ることもないとは言えませんが、現状では、そういうことがないというふうにとらえております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

例によって時間がなくなってきました。 

ＰＤＣＡサイクルそのものが、問題だとおれは思ってる。学校評価制度、それが問題だ、ある意

味では。もっと言えば温床になりかねない、そういう気持ちを私は持ってます。 

以上です。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、吉岡議員の質問が終わりました。 

これをもちまして一般質問を終結いたします。 

 

日程第３．議案第１２１号 

 

○議長（古畑浩一君） 

これより日程第３、議案第１２１号、糸魚川市公民館条例の一部を改正する条例の制定について

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明申し上げます。 

議案第１２１号は、公民館条例の一部改正についてでありまして、青海地域大沢地区公民館の改

築に伴い位置変更するため、所要の改正を行いたいものであります。 

本議案につきましては、定例会初日にご提案申し上げるべきでありましたが、本日の提案とさせ
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ていただきましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（古畑浩一君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案につきましては、総務文教常任委員会に付託をいたします。 

 

日程第４．議案第１２２号 

 

○議長（古畑浩一君） 

次に、日程第４、議案第１２２号、平成２４年度糸魚川市一般会計補正予算（第７号）について

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明申し上げます。 

議案第１２２号は、平成２４年度一般会計補正予算（第７号）でありまして、歳入歳出それぞれ

５,０００万円を追加し、総額を３０５億６,０８６万６,０００円といたしております。 

歳出につきましては、４款、衛生費で、一般廃棄物最終処分場適正化事業の治山堰堤補強工事の

追加であります。 

歳入につきましては、前年度繰越金を充てております。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（古畑浩一君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案につきましては、市民厚生常任委員会に付託をいたします。 

以上をもちまして、本日の全日程が終了いたしました。 

本日はこれにて散会といたします。 

大変ご苦労さまでございました。 
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〈午後３時１３分 散会〉 
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